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筑北村の人口
総人口 4,973 人

男 2,430 人
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戸　数 1,884 戸
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第57号

平
成
27
年
度
か
ら

介
護
保
険
料
が
か
わ
り
ま
す

高
速
情
報
通
信
網
利
用
者
様
へ

村
営
バ
ス
の
バ
ス
停
を

３
か
所
新
設
し
ま
す

小
学
校
統
合
に
伴
う

村
営
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て

筑
北
村
で
は
、
平
成
24
年
度
に
〈
乳

幼
児
か
ら
義
務
教
育
終
了
ま
で
の
子

ど
も
一人
一人
の
「
育
ち
」
に
対
す
る一

貫
性
の
あ
る
支
援
〉
を
目
指
し
た
『
子

ど
も
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
を
立
ち
上

げ
、
相
談
支
援
体
制
の
構
築
や
運
動
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
推
進
等
、
確
実
に
成
果
を

上
げ
て
き
て
い
ま
す
。

特
に
、
こ
の
『
子
ど
も
支
援
プ
ロ
ジェ

ク
ト
』に
あ
る〈
外
国
語
活
動
の
推
進
〉

に
力
を
入
れ
て
お
り
、
保
育
園
の
「
英

語
と
と
も
だ
ち
」
や
小
学
校
全
学
年
の

「
外
国
語
活
動
」、
中
学
校
「
外
国
語

（
英
語
）」
を
、
村
費
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外

国
語
指
導
助
手
）・
Ｊ
Ｔ
Ｅ
（
日
本
人

英
語
指
導
員
）
の
2
名
と
担
当
保
育

士
や
学
級
担
任
、
専
科
教
員
に
よ
る

3
人
以
上
の
支
援
体
制
で
英
語
を
用
い

た
活
動
や
授
業
が
展
開
さ
れ
、
本
年

度
で
試
行
年
度
か
ら
数
え
て
4
年
目

を
迎
え
、『
筑
北
小
学
校
』
の
開
校
を

機
に
、
更
に
英
語
教
育
の
充
実
を
図
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
、
国
に
お
い
て
も
、
平
成
32

年
度
の
東
京
オ
リ
ン
ピッ
ク
を
見
据
え
、

初
等
中
等
教
育
段
階
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル

化
に
対
応
し
た
教
育
環
境
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、
小
学

校
に
お
け
る
英
語
教

育
の
拡
充
強
化
、
中
・

高
等
学
校
に
お
け
る

英
語
教
育
の
高
度
化

等
、
小
・
中
・
高
等

学
校
を
通
じ
た
英
語

教
育
全
体
の
抜
本
的

充
実
を
図
る
見
通
し

を
明
ら
か
に
し
て
い
ま

す
。こ

れ
か
ら
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
社
会
を
生
き

て
い
く
上
で
、
コ
ミ
ュニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
と

し
て
、
英
語
が
使
え

る
よ
う
に
な
る
こ
と
は

大
き
な
意
義
が
あ
り

ま
す
。
英
語
を
通
し
て
、
異
文
化
への

理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
人
間
と
し

て
の
視
野
が
広
が
る
中
で
、
改
め
て
地

域
に
つ
い
て
深
い
愛
情
が
持
て
る
児
童

に
育
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
、
文

部
科
学
省
へ
教
育
課
程
特
例
校
（
国

が
定
め
る
学
習
指
導
要
領
に
は
よ
ら
ず

に
、
筑
北
村
独
自
の
指
導
計
画
に
基
づ

く
指
導
が
可
能
な
学
校
）
の
申
請
を

し
て
い
た
と
こ
ろ
、
1
月
中
旬
、『
筑

北
小
学
校
』
の
1
～
4
学
年
ま
で
の

「
外
国
語
活
動
」
を
正
式
な
領
域
と

し
て
指
定
す
る
旨
の
通
知
が
、

教
育
委
員
会
事
務
局
に
届
き

ま
し
た
。

5
～
6
学
年
の
「
外
国
語

活
動
」
は
、
必
修
と
し
て
今

ま
で
通
り
年
間
35
時
間
実
施

し
ま
す
。
新
た
に
認
め
ら
れ

た
１
～
４
学
年
の
「
外
国
語

活
動
」
の
授
業
時
数
は
年
間

20
時
間
に
な
る
予
定
で
す
。

1
～
4
学
年
に
お
い
て
、

「
外
国
語
活
動
」
を
行
う

こ
と
で
、
文
部
科
学
省
が
定

め
た
1
～
2
学
年
の
生
活
科

及
び
3
～
4
学
年
の
総
合
的

な
学
習
の
時
間
の
学
習
内
容

が
欠
落
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
具
体
的
な
学
習
内
容

に
触
れ
て
紹
介
し
て
み
ま
す
。

1
～
2
学
年
の
生
活
科
で
は
、「
自

分
た
ち
の
生
活
や
地
域
の
出
来
事
を

身
近
な
人
々
と
伝
え
合
う
活
動
を
行
い
、

身
近
な
人
々
と
か
か
わ
る
こ
と
の
楽
し

さ
が
分
か
り
、
進
ん
で
交
流
す
る
こ
と

が
で
き
る
。」
が
目
標
に
掲
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、「
外
国
語
活
動
」

で
も
学
習
す
る
内
容
で
す
。

「
外
国
語
活
動
」
の
例
と
し
て
、
七

夕
や
節
分
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

3
～
4
学
年
の
総
合
的
な
学
習
の

時
間
で
は
、
問
題
解
決
的
な
学
習
や

探
求
的
活
動
の
例
示
と
し
て
、「
地
域

の
人
々
の
暮
ら
し
、
伝
統
と
文
化
等
の

地
域
や
学
校
の
特
色
に
応
じ
た
課
題
に

つ
い
て
の
学
習
活
動
」
が
挙
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
も
、「
外
国
語
活
動
」

に
お
い
て
、
学
習
す
る
内
容
で
す
。

「
外
国
語
活
動
」
の
例
と
し
て
、
栽

培
活
動
や
交
流
活
動
等
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

今
回
の
指
定
を
受
け
、
可
能
性
を

秘
め
て
い
る
子
ど
も
の
伸
び
る
力
の
育

成
を
図
る
た
め
、
積
極
的
に
コ
ミ
ニュ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
ろ
う
と
す
る
態
度
の

育
成
が
で
き
る
よ
う
に
、
指
導
に
力
を

入
れ
て
い
き
ま
す
。

保
護
者
の
皆
様
・
地
域
の
皆
様
、
ご

理
解
・
ご
協
力
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願

いい
た
し
ま
す
。　

介
護
保
険
を
健
全
に
運
営
す
る
た

め
に
、
村
で
は
3
年
ご
と
に
事
業
計

画
の
見
直
し
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
27
年
度
以
降
3
年
間
の

計
画
の
見
直
し
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

介
護
保
険
施
設
等
の
充
実
に
よ
る

利
用
者
の
増
加
や
、
高
齢
者
の
増
加

に
伴
う
認
定
者
の
自
然
増
が
見
込
ま

れ
る
た
め
、
平
成
27
～
29
年
度
の
介

護
保
険
料
を
引
き
上
げ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

介
護
保
険
料
は
所
得
に
応
じ
9
段

階
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

保
険
料
の
金
額
は
3
月
の
議
会
で

条
例
改
正
さ
れ
正
式
に
決
ま
り
ま

す
が
、
基
準
と
な
る
第
5
段
階
で

年
額
７
０
，
８
０
０
円
（
月
額
５
，

９
０
０
円
）
に
な
る
予
定
で
す
。
保

険
料
の
詳
細
に
つ
い
て
は
議
会
議
決

後
に
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

制
度
の
健
全
な
運
営
の
た
め
に
保
険

料
の
納
付
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
４
月
１
日
よ
り
デ
ジ
タ
ル
対

応
さ
れ
て
い
な
い
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ

で
は
テ
レ
ビ
の
視
聴
が
出
来
な
く
な

り
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
ま
し
て
、
村
の
文
字

放
送
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
防
災
カ
メ
ラ

チ
ャ
ン
ネ
ル
に
つ
き
ま
し
て
も
、
デ

ジ
タ
ル
化
を
行
い
ま
し
た
。
文
字
放

送
チ
ャ
ン
ネ
ル
は
リ
モ
コ
ン
の
11
番

防
災
カ
メ
ラ
チ
ャ
ン
ネ
ル
は
12
番
と

な
り
ま
す
。
こ
の
二
つ
の
チ
ャ
ン
ネ

ル
は
3
月
20
日
か
ら
試
験
放
送
と
し

て
放
送
を
始
め
ま
す
の
で
、
こ
の
日

以
降
視
聴
出
来
な
い
方
は
、
テ
レ
ビ

の
チ
ャ
ン
ネ
ル
設
定
で
再
度
ス
キ
ャ

ン
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
不
明
な
点
な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
役
場
担
当
か
村
内
の
電
気
店
な

ど
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

総
務
課
企
画
財
政
係
66
―
２
２
１
１

村
で
は
、
公
共
交
通
検
討
委
員
会
で

の
検
討
を
踏
ま
え
、
地
域
住
民
の
皆
さ

ん
や
バ
ス
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
の
利

便
性
向
上
の
た
め
、こ
の
４
月
１
日
か
ら
、

次
の
３
か
所
に
バ
ス
停
を
新
設
し
ま
す
。

○
乱
橋
線
「
集
荷
所
前
」

（「
小
仁
熊
」
と
「
枇
杷
平
」
の
間
）

○
西
条
温
泉
と
く
ら
線
「
松
林
医
院
」

（「
本
城
総
合
支
所
前
」
と

「
西
条
郵
便
局
前
」
の
間
）

○
磋
切
線
「
坂
北
郵
便
局
前
」

（「
み
ど
り
町
」
と

「
坂
北
駅
前
」
の
間
）

※
詳
細
は
、
村
内
全
戸
配
布
し
ま
し

た
時
刻
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

本
城
小
学
校
と
坂
北
小
学
校
の
統

合
に
伴
い
、
乱
橋
地
区
の
児
童
が
今
ま

で
ど
お
り
バ
ス
を
利
用
し
て
通
学
で

き
る
よ
う
、
乱
橋
地
区
か
ら
筑
北
小

学
校
ま
で
の
直
行
便
を
運
行
し
ま
す
。

詳
細
は
、
総
務
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

総
務
課
総
務
係
66
―
２
２
１
１

介護保険料の決め方（概要）

平成27～29年度（3年間）
の保険給付見込額

×22％

÷3年
65歳以上の被保険者の人数

65歳以上の
被保険者の
保険料基準額
（年額）

注．上の計算方法は概要です。実際の算定には「被保険者の所得段階別加入
割合」、「財政調整交付金の見込み額」、「介護保険支払準備基金の取
り崩し額」等の要素も関係します。

筑
北
小
学
校
が
文
部
科
学
省
の

《
教
育
課
程
特
例
校
》
に

指
定
さ
れ
ま
し
た

本城小学校「外国語活動」 ひまわり保育園「英語とともだち」

久
保
田
時
計
電
器
店
66
―
２
４
５
６

筑
北
電
気
商
会

66
―
２
２
２
９

加
藤
電
器
店

66
―
２
４
１
４
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災害危険住宅移転事業補助金

下
水
処
理
施
設
は
た
く
さ
ん
の
汚

水
（
雑
排
水
・
し
尿
）
を
処
理
し
、

私
た
ち
の
生
活
環
境
を
向
上
さ
せ
、

健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
営
む
た
め

に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
施
設
で
す
。

適
正
な
汚
水
処
理
は
、
利
用
者
の
皆

様
の
適
正
な
使
用
方
法
が
な
け
れ
ば

で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
最
近
、
固
形
異
物
（
雑

巾
や
モ
ッ
プ
等
）
や
灯
油
等
の
油
類

の
流
入
が
あ
り
ま
す
。
固
形
異
物
は

機
械
や
ポ
ン
プ
に
詰
ま
り
機
械
故
障

の
原
因
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
油
類

は
処
理
場
の
微
生
物
を
殺
し
て
し
ま

う
と
と
も
に
、
管
路
を
詰
ま
ら
せ
た

り
、
ポ
ン
プ
等
機
器
の
故
障
の
原
因

に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
機
器
の

修
繕
に
は
多
額
の
費
用
が
掛
か
っ
て

し
ま
う
た
め
、
利
用
に
あ
た
っ
て
次

の
事
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○
台
所
で
は
生
ご
み
、
廃
食
油

を
流
さ
な
い
。

○
ト
イ
レ
に
は
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ

ー
パ
ー
以
外
流
さ
な
い
。

○
危
険
物
を
流
さ
な
い
。

・
ガ
ソ
リ
ン
・
灯
油

・
殺
虫
剤
な
ど

３
月
10
日
、
本
城
小
学
校
と
坂
北

小
学
校
の
卒
業
式
と
と
も
に
、
両
校

の
閉
校
式
が
行
わ
れ
、
合
わ
せ
て
坂

北
小
学
校
の
小
林
隆
校
長
先
生
の
退

任
式
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

閉
校
式
に
は
、
長
い
間
地
域
の
皆

さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
き
た
校
旗
が
村

長
に
返
納
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
教
育
委
員
長
よ
り
閉
校
宣
言

が
行
わ
れ
、本
城
小
学
校
１
２
５
年
・

坂
北
小
学
校
１
４
１
年
の
長
い
歴
史

に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

４
月
７
日
に
は
、
新
し
く
開
校
す

る
筑
北
小
学
校
の
開
校
式
を
行
い
、

新
た
な
環
境
の
中
で
児
童
が
集
ま
り
、

教
室
に
元
気
な
声
が
響
き
ま
す
。

汚
水
の
適
正
な
処
理
を
行
う
事
に

よ
り
、
汚
水
が
直
接
、
側
溝
や
川
へ

放
流
さ
れ
ず
、
水
質
を
き
れ
い
に
保

ち
臭
気
も
な
く
な
り
、
い
つ
も
き
れ

い
な
生
活
環
境
が
保
た
れ
ま
す
。 

集
合
処
理
施
設
区
域
内
に
お
住
ま

い
の
方
で
、
つ
な
ぎ
込
み
が
済
ん
で

い
な
い
場
合
は
、
で
き
る
だ
け
早
い

水
洗
化
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
区
域
外
に
お
住
い
の
方
は

合
併
浄
化
槽
の
設
置
の
検
討
を
お
願

い
し
ま
す
。　

水
洗
化
及
び
、
合
併
浄
化
槽
設
置

に
つ
い
て
は
、
建
設
課
上
下
水
道
係
、

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
に
つ
い
て

は
、
産
業
課
ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

【
建
設
課　

上
下
水
道
係
】

下
水
施
設
を
大
切
に

使
用
し
ま
し
ょ
う

本
城
小
・
坂
北
小
の

卒
業
式
・
閉
校
式
・
退
任
式
が

行
わ
れ
ま
し
た

下
水
の
宅
内
つ
な
ぎ
込
み
、

合
併
浄
化
槽
設
置
の
お
願
い

が指定されました土 砂 災 害 警 戒 区 域
土砂災害特別警戒区域

土砂災害防止法に基づき、「土石流」及び「急傾斜地の崩壊」に係る「土砂災害警戒区域」及び「土
砂災害特別警戒区域」が、平成 26 年 12 月 22 日県により指定されました。

指定箇所数は、下表のとおりです。区域の位置は村 HP でご確認いただけます。より詳細な
位置を確認したい場合は、建設課建設係までお問い合わせください。

なお、「地すべり」に係る警戒区域等は、現地調査中です。
　地域別の指定箇所数

土　　石　　流 急傾斜地の崩壊

土砂災害警戒区域 土砂災害
特別警戒区域 土砂災害警戒区域 土砂災害

特別警戒区域
本 城 34 24 56 52
坂 北 25 18 61 47
坂 井 41 29 69 61

計 100 71 186 160
　※土砂災害特別警戒区域は、土砂災害警戒区域内の一部です。

　◎土砂災害防止法とは？

　土砂災害から国民の生命を守るため、土砂災害の恐れのある区域について、危険の周知、警
戒避難体制の整備、住宅等の新規立地の抑制等のソフト対策を推進しようとするものです。

　◎土砂災害警戒区域、土砂災害特別警戒区域とは？

☆土砂災害警戒区域
　集中豪雨等で土石流等が発生した場合に、生命又は身体に危害が生じる恐れがあると認め
られる区域です。危険の周知、警戒避難体制の整備が行われます。

☆土砂災害特別警戒区域
　集中豪雨等で土石流等が発生した場合に、建物等に損壊が生じ、生命又は身体に著しい危
害が生じる恐れがあると認められる区域で、特定の開発行為に対する許可制、建築物の構造
規制がされ、著しく損壊の恐れがある建物は、移転などの勧告が行われる場合があります。
　移転に係る補助制度があります。

土砂災害特別警戒区域内にお住まいの方が、村内の安全な場所へ住宅を移転する際、その費用
の一部を補助する制度です。

対象となる事業及び補助額は、下表のとおりです。
事業の種類 補助の内容 限　度　額（注）1

災害危険住宅除却等事業
【除却費】

  危険住宅の除却費、跡地整備費、仮住居
費及びその他移転に伴う諸経費 80 万 2 千円

災害危険住宅に代わる
住宅の建設事業

【建設助成費】

  危険住宅に代わる住宅の建設又は購入す
るために要する資金を金融機関等から借入
した場合において、当該借入期間中の借入
利子に相当する額

建　物　費 319 万円
土地購入費 96 万円

小　　　計 415 万円

（注）1　限度額は、国の制度により変更になる場合があります。

事業の詳しい内容については、建設課建設係（電話 66-2111）まで、お問い合わせください。

小学校校歌を大きな声
で歌い、別れを惜しみ
ました。

本城小学校閉校式（校旗返納）坂北小学校閉校式（校旗返納）
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【
身
近
な
話
題
】

人
が
集
ま
る
と
、
身
近
な
生
活
の

話
や
昔
は
こ
う
だ
っ
た
ね
と
い
う
話

ま
で
色
々
な
話
題
が
出
ま
す
ね
。

本
城
地
域
で
は
、
農
協
の
ス
ー

パ
ー
撤
退
に
よ
る
心
配
の
話
な
ど
が

特
に
聞
か
れ
ま
す
。
車
を
運
転
で
き

な
い
人
は
困
る
の
で
は
な
い
か
と
。

も
ち
ろ
ん
不
便
に
な
る
部
分
も
大
き

い
と
は
思
い
ま
す
が
、
先
日
、
商
工

会
の
移
動
販
売
で
お
会
い
し
た
方
の
、

「
不
便
に
は
な
る
け
れ
ど
今
利
用
で

き
る
も
の
を
活
用
し
て
い
く
し
か
な

い
わ
ね
、
宅
配
や
地
元
の
お
店
も
利

用
し
て
ね
」
と
い
う
お
話
を
お
聞
き

し
て
、
以
前
に
、
地
元
の
商
店
を
盛

り
上
げ
て
い
き
た
い
と
い
う
話
が
出

て
い
た
こ
と
も
思
い
出
し
ま
し
た
。

ま
た
、
保
育
園
や
小
学
校
が
統
合

と
な
り
、
子
ど
も
た
ち
の
声
が
遠
の

い
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う

声
も
聞
か
れ
ま
す
。
た
だ
一
方
で
、

「
新
た
に
子
ど
も
た
ち
が
集
え
る
場

な
ど
を
つ
く
れ
た
ら
い
い
」
と
い
う

次
へ
の
展
望
へ
向
け
て
の
話
も
聞
か

れ
ま
す
。
困
り
ご
と
は
あ
る
け
れ
ど
、

少
し
ず
つ
で
も
自
分
た
ち
が
求
め
る

方
向
へ
希
望
を
も
っ
て
動
い
て
い
け

た
ら
い
い
と
い
う
想
い
を
感
じ
ま
し

た
。

本
城
地
域
で
活
動
し
て
い
る
住
民

グ
ル
ー
プ
「
で
ん
で
ん
」
で
も
、
困

り
ご
と
や
、
ど
う
や
っ
て
地
域
で
盛

り
上
が
っ
て
い
き
た
い
か
な
ど
を
話

し
て
い
ま
す
。「
伝
え
る
・
つ
な
が
る
・

つ
く
る
」
を
ひ
と
つ
の
テ
ー
マ
と
し
、

ま
ず
は
で
き
る
こ
と
、
こ
ん
な
こ
と

を
や
っ
て
み
た
ら
お
も
し
ろ
い
か
も

と
い
う
こ
と
か
ら
動
い
て
い
け
る
よ

う
今
年
も
活
動
し
て
い
き
ま
す
。
活

動
を
通
し
て
色
々
な
方
と
出
会
っ
た

り
つ
な
が
っ
た
り
し
て
い
け
る
こ
と

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

総
務
課
村
づ
く
り
係　

高
橋
桃

 

【
出
会
い
の
楽
し
さ
】

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
を
通

し
て
、
沢
山
の
方
と
知
り
合
う
機
会

が
あ
り
ま
す
。
時
に
は
、
今
ま
で
自

分
が
全
く
知
ら
な
か
っ
た
分
野
で
活

躍
し
て
い
る
方
と
思
い
が
け
ず
知
り

合
え
て
、
世
界
が
一
気
に
広
が
る
よ

う
な
経
験
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
様
々
な
方
と
知
り
合

い
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
ダ
ン
ト
ツ

に
面
白
い
方
で
あ
る
「
小
川
康
さ

ん
」
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
川
さ
ん
は
、「
ア
ム
チ
」
と
呼

ば
れ
る
チ
ベ
ッ
ト
伝
統
医
師
の
資
格

を
日
本
で
唯
一
持
つ
方
で
す
。「
ア

ム
チ
」
は
、
自
ら
山
に
入
っ
て
薬
草

を
採
り
、
祈
り
を
込
め
て
薬
と
成
し
、

患
者
に
処
方
し
ま
す
。

最
初
、
チ
ベ
ッ
ト
医
学
と
聞
い
た

時
に
は
、
私
に
は
難
し
く
て
分
か
ら

な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
が
、
小

川
さ
ん
の
お
話
を
聞
く
と
、
実
は
私

た
ち
の
身
近
に
あ
る
野
草
や
台
所
に

あ
る
香
辛
料
な
ど
が
、
用
い
方
に

よ
っ
て
は
薬
と
同
じ
よ
う
な
効
能
が

あ
る
こ
と
が
分
か
り
驚
き
ま
し
た
。

小
川
さ
ん
に
引
き
合
わ
せ
て
く
だ

さ
っ
た
の
は
、
私
が
関
わ
っ
て
い
る

「
坂
井
ち
ょ
っ
と
や
る
会
」
の
メ
ン

バ
ー
の
方
で
す
。
地
域
の
方
と
一
緒

に
活
動
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
方
に

色
々
な
方
を
紹
介
し
て
い
た
だ
け
る

の
も
、
こ
の
仕
事
の
面
白
い
と
こ
ろ

で
す
。

昨
年
は
、
小
川
さ
ん
を
講
師
に
お

呼
び
し
て
、
坂
井
ち
ょ
っ
と
や
る
会

主
催
で
薬
草
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
を

2
回
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
も
引
き

続
き
、
小
川
さ
ん
が
講
師
と
な
る
イ

ベ
ン
ト
や
講
座
を
開
催
し
て
い
き
ま

す
。未

知
の
こ
と
を
学
び
、
様
々
な
方

と
出
会
い
・
交
流
す
る
機
会
を
つ

く
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん

も
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い

ね
！総

務
課
村
づ
く
り
係　

滝
沢
麻
理

 

【
ひ
と
言
欄
】

料
理
写
真
専
門
１
日
教
室
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。
筑
北
の「
食
」を
も
っ

と
美
味
し
く
撮
れ
る
よ
う
に
頑
張
り

ま
す
！　
　
　
　
　
　
　
　
（
田
中
）

冬
は
俄
然
イ
ン
ド
ア
派
で
し
た
。

が
、
周
り
の
方
の
影
響
で
ス
ノ
ー

シ
ュ
ー
や
狩
猟
な
ど
外
に
出
る
機
会

が
で
き
、
寒
さ
の
中
に
楽
し
み
を
見

出
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。　
　
（
坂
井
）

先
日
、
北
信
の
酒
蔵
を
巡
る
バ
ス

ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
古

く
か
ら
地
域
に
根
ざ
し
た
お
酒
と
い

う
の
は
、
一
つ
の
文
化
な
の
だ
と
感

じ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
（
滝
沢
）

本
城
公
民
館
で
行
わ
れ
た
囲
碁
教

室
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
何
度
教
え

て
も
ら
っ
て
も
難
し
い
。「
い
く
つ

も
先
の
手
を
読
ん
で
動
く
ん
だ
」
と
。

お
じ
さ
ま
方
の
秘
め
た
る
パ
ワ
ー
を

見
た
気
が
し
ま
す
。　
　
　
（
高
橋
）

 

【
ご
挨
拶
】

都
合
に
よ
り
、
こ
の
3
月
を
も
っ

て
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
退
任
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

短
い
間
で

し
た
が
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
（
山
本
）

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告

【
産
業
課
活
動
報
告
】

  

一
月  

●
直
売
所
専
門
全
国
誌
『
産
直
コ

ペ
ル
』（
１
月
号
）
に
て
カ
ラ
ー

ラ
ベ
ル
を
活
用
し
た
地
域
振
興
事

例
と
し
て
産
業
課
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
活
動
が
紹
介
さ
れ
る
。
ま

た
、
第
８
回
長
野
県
産
直
・
直
売

サ
ミ
ッ
ト
専
門
調
査
報
告
「
ポ
ッ

プ
ラ
ベ
ル
な
ど
販
促
ツ
ー
ル
に
よ

る
直
売
所
の
販
売
力
の
向
上
」
に

て
㈱
産
直
新
聞
社
よ
り
事
例
紹
介
。

県
内
外
に
向
け
て
当
村
の
取
り
組

み
が
情
報
発
信
さ
れ
る
。

●
居
酒
屋
し
ん
ち
ゃ
ん
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
開
設
協
力
。

●
２
年
前
か
ら
企
画
協
力
し
て
い
た

坂
井
郷
土
食
研
究
会
の
天
然
色
や

し
ょ
う
ま
が
ま
ん
だ
ら
の
庄
に
て

本
格
的
に
販
売
開
始
。

  
二
月  

●
昨
年
企
画
協
力
し
た
そ
ば
処
さ
か

い
の「
春
の
満
福
さ
か
い
セ
ッ
ト
」

が
好
評
に
つ
き
限
定
メ
ニ
ュ
ー
と

し
て
復
活
。

 

【
食
品
加
工
販
売
等
相
談
窓
口
】

活
動
報
告
に
て
ご
紹
介
し
て
い
る

商
品
ラ
ベ
ル
作
成
・
パ
ソ
コ
ン
事
務

協
力
・
商
品
企
画
協
力
等
の
ご
相
談

は
随
時
行
っ
て
お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

筑
北
村
産
業
課

地
域
お
こ
し
協
力
隊　

坂
井
・
田
中  

☎
６
７
―
２
０
０
２

 

【
坂
北
み
ら
い
宿
の
一
年
】

「
地
域
の
こ
と
を
も
っ
と
話
し
て

い
き
た
い
」
と
、
自
主
的
に
集
ま
っ

て
か
ら
一
年
が
経
ち
ま
し
た
。

話
し
合
い
を
重
ね
、
具
体
的
に
動

い
て
い
こ
う
と
、「
誰
で
も
気
軽
に

寄
れ
る
場
所
」
を
開
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
毎
週
金
曜
日
の
午
後
、
坂

北
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
老
人
室
に
、

近
所
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
や
コ
カ
リ
ナ

の
会
の
方
、
民
生
委
員
の
方
が
会
議

の
前
後
に
寄
っ
て
く
だ
さ
り
、
人
が

集
ま
る
場
に
な
り
ま
し
た
。
お
茶
を

飲
み
な
が
ら
話
題
に
上
る
の
は
、
や

は
り
身
近
な
地
域
の
こ
と
で
し
た
。

初
め
て
知
り
合
っ
た
方
同
士
の
交
流

も
あ
り
、
自
然
と
情
報
交
換
の
場
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
交
流
活
動
と
し
て
、
ミ
ニ

手
芸
教
室
、
本
格
キ
ム
チ
を
一
緒
に

漬
け
ま
し
ょ
会
、
そ
ば
会
な
ど
を
企

画
し
ま
し
た
。「
そ
ば
会
」
は
講
習

会
の
形
に
す
る
か
、
そ
ば
を
提
供
し

て
食
べ
て
も
ら
う
形
に
す
る
の
か
、

企
画
段
階
か
ら
様
々
な
意
見
が
出
ま

し
た
。
当
日
は
実
際
に
そ
ば
を
打
つ

と
こ
ろ
を
見
る
方
や
そ
ば
打
ち
を
体

験
す
る
方
で
和
気
あ
い
あ
い
。
た
く

さ
ん
の
方
が
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
り
、

盛
況
で
し
た
。
手
打
ち
そ
ば
を
味
わ

い
な
が
ら
仲
間
の
輪
を
広
げ
た
い
と

い
う
メ
ン
バ
ー
の
思
い
か
ら
開
催
す

る
こ
と
に
な
っ
た
そ
ば
会
。
実
践
で

き
た
こ
と
、
楽
し
く
活
動
で
き
た
こ

と
が
何
よ
り
の
収
穫
で
し
た
。

地
域
づ
く
り
は
「
こ
ん
な
こ
と

や
っ
た
ら
楽
し
い
」
と
い
う
こ
と
を

と
に
か
く
や
っ
て
み
る
こ
と
が
、
は

じ
め
の
一
歩
な
ん
だ
と
実
感
す
る
一

年
で
し
た
。

総
務
課
村
づ
く
り
係　

山
本
繭

そば会の様子キムチを一緒に漬けましょ会の様子
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ご
結
婚　
　
　
　
　
　
　
　

 　

 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！      

ご
結
婚
さ
れ
筑
北
村
に
お
住
ま
い

に
な
ら
れ
る
方
に
は
、
村
か
ら
結
婚

祝
金
と
し
て
10
万
円
を
お
贈
り
し
て

い
ま
す
。

１
月
30
日
、
山
越
明
秀
（
あ
き
ひ

で
）
さ
ん
、
涼
子
（
り
ょ
う
こ
）
さ

ん
ご
夫
妻
に
祝
金
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

結
婚
祝
金
の
申
請
は
、
各
総
合
支

所
窓
口
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

こ
の
４
月
よ
り
西
条
駅
、
坂
北
駅
、

冠
着
駅
の
駐
車
場
に
そ
れ
ぞ
れ
防
犯

カ
メ
ラ
を
設
置
し
ま
す
。

「
合
併
後
10
年
と
地
域
づ
く
り
」

と
題
し
、
関
西
学
院
大
学
大
学
院
の

小
西
砂
千
夫
先
生
を
お
迎
え
し
て
地

域
づ
く
り
講
演
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、「
国
は
、
経
済
成
長

戦
略
の
一
環
と
し
て
地
方
に
仕
事
を

作
り
、
子
育
て
環
境
を
整
備
し
、
移

住
を
進
め
て
人
口
減
少
を
鈍
化
さ
せ

よ
う
と
い
う
『
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生（
地
方
創
生
）』を
進
め
て
い
る
。

地
方
に
対
す
る
若
者
の
意
識
も
変
わ

っ
て
き
て
お
り
、
経
済
・
産
業
の
流

れ
も
い
ず
れ
は
変
わ
る
。
し
た
が
っ

て
、
筑
北
村
に
お
い
て
も
国
が
進
め

て
い
る
こ
の
枠
組
み
の
中
で
次
の
世

代
に
バ
ト
ン
を
渡
せ
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」
と

小
西
先
生
よ
り
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、合
併
し
て
10
年
を
迎
え
る
今
、

「
筑
北
村
」
を
基
本
と
す
る
中
で
、
住

民
が
元
気
に
な
る
、
パ
ワ
ー
を
発
揮

で
き
る
単
位
が
村
全
体
な
の
か
、
旧

村
単
位
な
の
か
、
あ
る
い
は
さ
ら
に

細
か
な
単
位
な
の
か
を
考
え
て
み
て

は
ど
う
か
と
の
お
話
も
あ
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
筑
北
村
よ
り
も
条
件
的

３
月
１
日
に
筑
北
村
で
初
の
試
み

と
な
る
移
住
者
意
見
交
換
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

村
で
は
平
成
24
年
度
か
ら
空
き
家

バ
ン
ク
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
空
き
家
の
情
報
提

供
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
空
き

家
バ
ン
ク
に
よ
り
村
へ
移
住
さ
れ
た

方
15
名
が
参
加
さ
れ
、
筑
北
村
を
移

住
先
と
し
て
選
択
し
た
き
っ
か
け
や

移
り
住
ん
で
よ
か
っ
た
こ
と
、
困
っ

た
こ
と
な
ど
の
話
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

村
の
よ
さ
と
し
て
は
、
自
然
環
境

に
恵
ま
れ
て
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
で

あ
る
こ
と
の
ほ
か
、
ま
わ
り
の
人
が

良
く
し
て
く
れ
て
、
ご
近
所
付
き
合

い
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
と
い
っ
た

も
の
で
し
た
。
ま
た
、
意
外
と
雪
が

少
な
く
て
暮
ら
し
や
す
い
と
い
っ
た

に
厳
し
い
他
県
の
地
域
で
、
限
界
集

落
と
言
わ
れ
る
中
で
も
、
そ
の
限
界

を
克
服
し
よ
う
と
、
で
き
る
こ
と
は

何
で
も
や
る
と
い
う
決
意
で
地
域
の

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が

あ
る
と
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

成
功
事
例
と
言
わ
れ
て
い
る
地
域

づ
く
り
で
も
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
に

は
、
相
当
な
苦
労
の
上
に
人
間
関
係

を
築
き
上
げ
て
今
に
至
っ
て
い
る
。

そ
の
関
係
は
、
自
然
に
で
き
る
も
の

で
は
な
く
、
互
い
に
努
力
し
合
っ
た

上
で
の
も
の
で
、
そ
う
し
た
関
係
が

出
来
て
こ
な
い
と
地
域
づ
く
り
は
成

り
立
た
な
い
と
の
こ
と
で
す
。

そ
し
て
最
後
に
、
今
後
策
定
す
る

向
こ
う
10
年
の
村
の
総
合
計
画
に
い

か
に
住
民
の
み
な
さ
ん
の
声
を
反
映

声
も
あ
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
村
の

公
共
施
設
の
使
い
方
に
つ
い
て
、
新

し
い
視
点
や
感
性
で
捉
え
た
意
見
や
、

移
住
希
望
者
へ
ど
う
す
れ
ば
よ
り
村

の
よ
さ
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
か
と
い

う
点
に
つ
い
て
様
々
な
ア
イ
デ
ア
も

出
さ
れ
ま
し
た
。

村
で
は
今
回
の
意
見
交
換
会
で
の

ご
意
見
等
を
今
後
の
移
住
・
定
住
促

進
施
策
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

今
回
参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
、
い

ろ
い
ろ
な
情
報
交
換
が
で
き
て
よ
か

っ
た
と
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
回
は
よ
り
多
く
の
移
住
さ
れ
た
方

に
参
加
い
た
だ
け
る
機
会
を
設
け
て

い
く
予
定
で
す
。

あ
た
り
、
当
該
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

又
は
運
用
が
村
民
等
の
基
本
的
人
権

を
侵
害
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
適
切

に
運
営
し
て
い
き
ま
す
。

皆
様
の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い

し
ま
す
。 

総
務
課　

企
画
財
政
係

 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
温
心
寮
の 

 　
 

職
員
を
募
集
し
ま
す 

松
塩
安
筑
老
人
福
祉
組
合
で
は
、

養
護
老
人
ホ
ー
ム
温
心
寮
に
勤
務
す

る
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

■　

職
種
・
資
格
・
採
用
予
定
人
数

・
職
種　

介
護
職
員（嘱

託
・
臨
時
）

・
資
格　

普
通
自
動
車
免
許
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
ま
た
は

介
護
職
員
初
任
者
研
修
終
了
以

上
の
資
格
取
得
者

・
採
用
予
定
人
数　

若
干
名

■　

勤
務
地

・
松
本
市
波
田
６
８
５
７
番
地

　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
温
心
寮

■　

受
付
期
間
・
選
考
試
験
日

・
随
時

■　

申
し
込
み

・
温
心
寮
に
あ
る
組
合
所
定
の

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
、
同
施
設

（
電
話
９
２
‐
１
０
２
０
）
へ

大
場
鈴
子
（
お
お
ば 

す
ず
こ
）

平
成
元
年
愛
知
県
に
生
ま
れ
ま
し

た
。
東
京
の
美
術
大
学
を
卒
業
後
、

旅
行
で
安
曇
野
市
を
訪
れ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
田
舎
暮
ら
し
に
興
味
を

も
ち
移
住
を
夢
見
て
い
ま
し
た
。

思
い
切
っ
て
東
京
を
出
て
長
野
県

内
で
短
期
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
が
ら

仕
事
を
探
し
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

に
出
会
い
ま
し
た
。
山
に
囲
ま
れ
た

筑
北
村
の
地
が
と
て
も
気
に
入
っ
て

い
ま
す
。

主
な
業
務
は
、
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
更
新
や
広
報
活
動
で
す
。
地
域

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し
め
る
イ
ベ

ン
ト
の
企
画
も
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
お
邪
魔
し
ま

す
の
で
、
お
話
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ

い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
防
犯
カ
メ
ラ
は
駐
車
場

で
起
こ
る
様
々
な
出
来
事
を
記
録
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
が
、
犯
罪

等
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
も
有
力
な

装
置
だ
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

基
本
的
に
映
像
を
公
表
す
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
住
民
の
皆
様
の

た
め
に
村
長
が
認
め
る
場
合
か
捜
査

機
関
か
ら
の
要
請
が
あ
れ
ば
提
供
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

設
置
に
つ
い
て
は
、
必
要
最
小
限

の
撮
影
対
象
範
囲
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
稼
働

す
る
際
に
は
、
駐
車
場
内
の
見
や
す

い
と
こ
ろ
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し

て
い
る
こ
と
を
表
す
も
の
を
表
示
し

ま
す
。

こ
れ
ら
の
防
犯
カ
メ
ラ
に
つ
い
て

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
が
最
重
要
と

考
え
て
い
ま
す
。
当
村
は
、
村
内
の

公
共
施
設
を
繋
い
で
い
る
専
用
回
線

が
あ
る
た
め
、
そ
の
回
線
を
使
用
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
防
犯
カ
メ
ラ
映
像
を
役

場
サ
ー
バ
ー
室
へ
送
り
ま
す
。
こ
の

専
用
回
線
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
デ

ー
タ
の
漏
え
い
、
滅
失
、
破
損
、
流

出
ま
た
改
ざ
ん
を
防
ぐ
こ
と
も
で
き

ま
す
。

村
で
は
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
又
は

そ
の
運
用
に
関
す
る
事
務
を
扱
う
に

（左から）
副村長、山越明秀さん、涼子さん

地
域
づ
く
り
講
演
会

（
２
月
26
日
）

移
住
者
意
見
交
換
会
を

開
催
し
ま
し
た

さ
せ
て
い
く
か
が
大
事
で
あ
る
と
の

お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

な
お
今
回
の
講
演
会
は
、
長
野
県

の
「
地
域
発
元
気
づ
く
り
支
援
金
」

を
活
用
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

新
メ
ン
バ
ー
紹
介

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
ま
す
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平成 27年度
ロコトレ教室の開催について

26 年度に続き、27 年度もロコトレ教室を開催します。
ロコトレ教室は、ロコモティブシンドローム（骨や関節、筋肉の衰えにより日常生活

に支障が出て、要支援・要介護の状態になること）を予防するための運動教室です！！
バランス能力と下肢筋力の維持・向上のために、毎回テーマを決めて運動します。激

しすぎず、家でも実践しやすい運動を行いますので、誰でも気軽に参加ができ、みんな
で楽しく汗を流せる運動教室です。

4 月から下記の日程で開催しますのでみんなでロコトレしましょう！！

記

開催日 （毎月第1・３木曜日　※4月のみ第2・4木曜日）

平成 27 年   4月  9日(木)   4月23日(木)   5月  7日(木)
  5月21日(木)   6月  4日(木)   6月18日(木)
  7月  2日(木)   7月16日(木)   8月  6日(木)
  8月20日(木)   9月  3日(木)   9月17日(木)
10月  1日(木) 10月15日(木) 11月  5日(木)
11月19日(木) 12月  3日(木) 12月17日(木)

平成 28 年   1月  7日(木)   1月21日(木)   2月  4日(木)
  2月18日(木)   3月  3日(木)   3月17日(木)

時間 午後１時３０分～３時

会場 坂北総合福祉センター　大会議室

持ち物 上履き・汗拭きタオル・水分補給の水かお茶
動きやすい服装でご参加ください

問い合わせ先：筑北村地域包括支援センター（住民福祉課福祉係内）　　☎ 66 － 2111

《生活リズムが整わないと》
　「朝起きて夜眠る」ということが、「朝起きられず夜いつまでも起きている」に変わっていきます。
　ホルモンの分泌状態が悪くなり、心身の変調をきたしやすくなります。体温のリズムも後ろに
ずれ、起きてもぼーっとしたまま。逆に、夜は興奮が収まらず、いつまでも寝つけない悪循環が
生じます。
　成長ホルモンが出にくくなることで、低身長、低体重の原因にもなります。メラトニンホルモ
ンの分泌不足は性の早熟と老化を早めるともいわれています。肥満や生活習慣病の原因にも…。

《視床下部がスムーズに働くためには》
　　 太陽のリズムにあった生活リズムを作ってあげましょう。 

※朝に太陽の光を浴びることで、脳が目覚めます。皮膚の刺激 ( 着替え、顔を洗う等 ) と
　一緒に声もかけていきましょう！
※朝食を食べることで内臓を目覚めさせ、消化や代謝のリズムを整えます。
※午前中は、体・手・頭を使った遊びを、午後は体を使った遊びを中心に組み立てを。
※成長ホルモンは、午後 8 時くらいから出始め、午前 1 時頃がピークになります。
　午後 8 時には電気を消して暗く静かな環境をつくり眠りにつかせることが体の成長を
　支えます。

電気の無い昔なら自然に任せていても良かったのですが、今の時代は意識して環境を整えない
とうまくいきません。

子どもの成長を左右する生活リズム
♪すこやか子育てだより♪

人は約 24 時間を 1 日とする地球のリズムの上で生活する昼行性の動物です。

生まれたばかりの赤ちゃんは、昼も夜も関係なく眠っています。だんだん、日中は起きている
時間が増えていきます。そして、昼間は起きて夜は寝るという生活リズムが作られていきます。
人は、太陽のリズム (自然のリズム )にあわせていろいろなホルモンを出しています。
人の体は、昼間は活動し、夜は休むようにできているのです。

《生活リズムを作っているのは体のどこでしょう？》
　脳の視床下部が生活リズムを作っています。

視床下部 大脳
大脳がしっかりと発達するためには、
視床下部がスムーズに働き、情緒が
安定していることが必要です。

生活リズムを作るには、お母さん（家族）の助けが必要です！！

困ったり悩んだときは住民福祉課保健師にご相談くださいね。

【働き】
食欲・睡眠と覚醒の調

節・体温や血圧の調整
【完成時期】

生後 3 か月頃から働き
始め 4 歳ごろに完成

【働き】
高度な脳で、理性・総

合的に考える人らしい脳
【完成時期】

6 歳ごろにほぼ完成



13 12

平成 27 年度 前期・通年
信州大学 市民開放授業のご案内

（お問い合わせは総合窓口までお願いいたします。）
配布窓口 受講窓口 電話番号 郵便番号 住所

総合窓口
（学務部学務課 教務グループ） ○ 0263－37－2870

390－8621 松本市旭 3－1－1

全学教育機構
（学務部学務課 共通教育支援室） 0263 － 37 － 2978

人文学部 （学務係） 0263 － 37 － 3458

経済学部 （学務グループ） 0263 － 37 － 2304

理学部 （学生支援グループ） 0263 － 37 － 3320

医学部 （学務第２係） 0263 － 37 － 2357

教育学部（学務グループ） ○ 026 － 238 － 4057 380 － 8544 長野市大字西長野 6 の口

工学部 （学務グループ） ○ 026 － 269 － 5054 380 － 8553 長野市若里 4 － 17 － 1

農学部 （学務グループ） ○ 0265 － 77 － 1309 399 － 4598 上伊那郡南箕輪村 8304

繊維学部（学務グループ） ○ 0268 － 21 － 5311 386 － 8567 上田市常田 3 － 15 － 1

http://www.shinshu-u.ac.jp/general/extension-courses/

信州大学では，学生と一緒に受講する機会として，大学の授業を一般市民（高校生を含む）の
方々に開放しております。本学の学生・教職員とキャンパスライフをお楽しみください。

■ 募集案内の入手方法　3 月下旬配布予定 （全学部共通）
① 郵送での請求：請求される方の郵便番号、住所、氏名を記載し、250 円切手を貼付した返信用封筒

（角形 2 号封筒：33 × 24cm）を同封し、「市民開放授業募集案内 請求」と朱書の上、下記 
総合窓口「学務部学務課 教務グループ」宛に請求してください。

② 窓口での受け取り
③ ホームページからダウンロード

http://www.shinshu-u.ac.jp/general/extension-courses/guidance/

■ 募集案内の配布窓口・受講窓口

■ 開 講 期 間 前期 平成 27 年 4 月 ～ 平成 27 年 7 月
通年 平成 27 年 4 月 ～ 平成 28 年 1 月

（後期 平成 27 年 9 月 ～ 平成 28 年 1 月）

■ 開 放 科 目 募集案内（3 月下旬配布予定）をご覧ください。

■ 開 講 場 所 信州大学 全学教育機構及び各学部

■ 募 集 定 員 特に設けませんが、受講者数の関係で受講できない場合もあります。

■ 受　 講　 料 前期開講科目 9,400 円（1 授業科目）（一部異なる授業もあります。）

■ 申 込 方 法 授業を試聴し、4 月 28 日（火）までに各キャンパスの受講窓口にて申込んで
ください。
詳細は募集案内をご覧ください。

■ 事 前 説 明 会 平成 27 年 3 月 31 日（火）13：30 ～ 15：00
信州大学松本キャンパス 旭会館３階 大会議室（松本市旭 3 － 1 － 1）

全
国
の
自
殺
者
は
平
成
10
年
以
降
、

14
年
間
連
続
し
て
３
万
人
を
超
え
る

状
態
が
続
き
ま
し
た
。
国
を
挙
げ
て

の
取
り
組
み
で
よ
う
や
く
自
殺
死
は

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。　
　
　
　

　

自
殺
は
、
個
人
や
家
族
だ
け
の
問

題
で
は
な
く
、
様
々
な
要
因
が
関
係

し
ま
す
が
、
社
会
的
な
取
り
組
み
と
、

う
つ
病
等
の
適
切
な
治
療
で
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

自
殺
者
の
多
い
３
月
を
「
自
殺
対

策
強
化
月
間
」
と
定
め
、
啓
発
活
動

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

か
け
が
え
の
な
い
命
を
守
る
た
め
、

身
近
な
人
た
ち
の
こ
こ
ろ
の
声
に
耳

を
傾
け
て
く
だ
さ
い
。

・
眠
れ
な
い
日
が
続
い
て
い
る
、

・
食
欲
が
な
く
体
重
が
減
っ
て
き
た

・
何
を
す
る
に
も
意
欲
が
わ
か
な
い

な
ど
、
気
に
な
る
様
子
が
あ
る
と
き

は
早
め
に
医
療
や
相
談
に
つ
な
げ
、

周
り
で
支
え
合
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

＊
自
殺
予
防
電
話
相
談
窓
口

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ
イ
ヤ
ル

０
５
７
０
―
０
６
４
―
５
５
６

眠
れ
な
い
夜
が
あ
る
の
は
多
く
の

人
が
経
験
す
る
こ
と
で
す
。
け
れ
ど
も

次
の
よ
う
な
睡
眠
の
異
常
が
2
週
間

以
上
続
き
、
日
中
の
生
活
に
支
障
が
出

る
よ
う
に
な
る
と
、不
眠（
睡
眠
障
害
）

や
う
つ
病
な
ど
が
疑
わ
れ
ま
す
。

・
疲
れ
て
い
る
の
に
寝
つ
け
な
い
。

・
何
度
も
途
中
で
起
き
て
し
ま
う
。

・
早
朝
に
目
が
覚
め
る
。

・
十
分
睡
眠
を
と
っ
て
い
る
の
に
熟

睡
感
が
な
い
。

こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
早
め
に
医

療
機
関
（
精
神
科
等
）
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
村
で
行
っ
て
い
る
相

談
等
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

眠
れ
な
い
か
ら
と
い
っ
て
飲
酒
量

を
増
や
す
と
、
寝
つ
き
は
よ
く
て

も
、
浅
い
眠
り
と
な
り
熟
睡
感
が
得

に
く
く
、
不
眠
や
う
つ
病
を
悪
化
さ

せ
る
の
で
避
け
ま
し
ょ
う
。

＊
精
神
保
健
相
談

精
神
科
医
に
よ
る
相
談
・
訪
問
。

　

3
月
30
日
（
月
）
午
後
予
約
制

＊
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

3
月
25
日
（
水
）
予
約
制

　

相
談
ご
希
望
の
方
は
、
住
民
福
祉

課
保
健
師
６
６
―
２
１
１
１
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

３
月
は
、自

殺
対
策
強
化
月
間
で
す

知
っ
て
お
き
た
い
心
の
病
気

「
不
眠
」

防衛省では、下記の予定で特別職国家公務員「自衛官等」の受付及び試験を実施します。
試 験 種 目 応 募 資 格 受 付 期 間 試 験 日

幹部候補生

一般・技術 男・女

22 歳以上 26 歳未満の
者 (20 歳以上 22 歳未満
の者は大卒 ( 見込含 )、
修士課程修了者等 ( 見
込含 ) は 28 歳未満 )

3 月 1 日～ 5 月 1 日

1 次：5 月 16・17 日
(17 日は飛行要員のみ )
2 次：6 月 16 ～ 19 日
3 次：7 月上旬～

8 月上旬

歯科・薬剤 男・女
専門の大卒 ( 見込含 )20
歳 以 上 30 歳 ( 薬 剤 は
28 歳 ) 未満の者

3 月 1 日～ 5 月 1 日
1 次：5 月 16 日
(11 日は飛行要員のみ )
2 次：6 月 16 日～ 19 日

予備自衛官
補

一　般 男・女 18 歳以上 34 歳未満

1 月 8 日～ 3 月24 日
4 月 10 日～ 14 日のうち
指定されるいずれか 1 日

技　術 男・女

18 歳以上で国家免許資
格等を有する者 ( 資格
により 53 歳未満～ 55
歳未満の者 )

平成２７年度 自衛官等募集案内

お問合せ先：自衛隊長野地方協力本部松本地域事務所・広報センター「信濃」
　　　　　 松本市深志 2-6-5　マルナカ深志ビル 1F　電話：0263-36-2787
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特定（産業別）
最低賃金 時 間 額 効力発生日

特定（産業別）最低賃金から適用除外され、長野県最
低賃金又は他の特定最低賃金が適用されるもの

適用除外業種 適用除外者及び適用除外業務
計量器・測定器・分析
機器・試験機、医療用
機械器具・医療用品、
光学機械器具・レン
ズ、電子部品・デバ
イス・電子回路、電
気機械器具、情報通
信機械器具、時計・同
部分品、眼鏡製造業

円

平成 26 年
11月 28 日

測量機械器具製造業、理化
学機械器具製造業及びこれ
らの産業において管理，補
助的経済活動を行う事業所

① 18 歳未満又は 65 歳以
上の者

②雇入れ後 6 月未満の者で
あって、技能習得中のもの

③次に掲げる業務 （ これら
の業務のうち流れ作業の
中で行う業務を除く。 ） 
に主として従事する者

イ　 清掃又は片付けの業務
ロ　 手作業による選別、袋詰め、

箱詰め又は包装の業務
ハ　 手作業により又は手工具

若しくは手持空圧 ・電
動工具を使用して行う
熟練を要しない部品の
組立て又は加工の業務

810

はん用機械器具、生産
用機械器具、業務用機
械器具、自動車・同附
属品、船舶製造・修理
業、舶用機関製造業

円

平成 26 年
11月 27 日

ボイラ・原動機製造業、建設
用ショベルトラック製造業、
繊維機械製造業（毛糸手編機
械製造業を除く）、計量器・測
定器・分析機器・試験器・測量
機械器具・理化学機械器具製
造業、医療用機械器具・医療
用品製造業、光学機械器具・
レンズ製造業、武器製造業及
びこれらの産業において管理，
補助的経済活動を行う事業所

821
各種商品小売業

（衣・食・住にわたる各
種の商品を一括して一
事業所で小売する事業所
で、その事業所の性格上
いずれが主たる販売商品
であるか判別できない場
合が該当します。）

円

平成 26 年
12 月 31 日 ① 18 歳未満又は 65 歳以

上の者
②雇入れ後 6 月未満の者で

あって、技能習得中のもの
③清掃又は片付けの業務に

主として従事する者

773

印 刷 、 製 版 業

円

平成 23 年
12 月 31日743

長野県の最低賃金
☆必ずチェック　最低賃金！！使用者も労働者も☆

長野県内の事業場で働くすべての労働者に適用される「長野県最低賃金」（地域別最低賃金）及び特定の産業の
基幹的労働者に適用される「特定（産業別）最低賃金」が次のとおり改定されました。

（それぞれの最低賃金の効力発生日にご注意下さい。）
地域別最低賃金 時 間 額 効力発生日

★長野県最低賃金は、長野県内の事業場で働くすべ
ての労働者に適用されます。

★なお、下記の産業で働く労働者には、それぞれの特
定（産業別）最低賃金が適用されます。

長 野 県
最 低 賃 金

円
平成 26 年
10 月 1 日728

改定前 713 円

改定前 798 円

改定前 809 円

改定前 763 円

平成 24 ～ 26 年度は、「印刷、製版業最低賃金」の時間額の改定はありません。

※ 精皆勤手当、通勤手当及び家族手当は、最低賃金の対象とはなりません。
※ 適用除外業種欄は、長野県最低賃金が適用されるものと他の特定最低賃金が適用されるものがあります。（長

野労働局 HP にて確認できます。）適用除外者及び適用除外業務欄は、長野県最低賃金が適用されます。
※ 厚生労働省では、最低賃金引上げに係る中小企業への支援事業として、「業務改善助成金制度」及び「最低賃

金相談支援事業」を実施しております。詳しくは、長野労働局賃金室までお問い合わせ下さい。

お問い合わせは、最寄りの労働基準監督署　又は
長野労働局 労働基準部 賃金室（電話０２６ ‐ ２２３- ０５５５）へ

長野労働局ＨＰ　　　　　　　　　　　　　　　　　　長野労働局

筑北村
議会だより
平成27年3月20日発行

編集　筑北村議会だより編集委員
〒399-7601
長野県東筑摩郡筑北村坂北 2187 番地
電話　0263-66-2211
FAX　0263-66-3656
ホームページ
http://www.vill.chikuhoku.lg.jp

本議会の映像は
筑北村ホームページから
ご覧になれます。

第56号

議
会
12
月
定
例
会

一
般
質
問

村
の
福
祉
事
業

　

待井　安登 議員

質
問　

村
の
高
齢
化
率
が
40
％
を
超

え
た
。
65
歳
以
上
の
独
り
暮
ら
し
世

帯
、
二
人
暮
ら
し
世
帯
の
現
状
に
つ

い
て
尋
ね
る
。

住
民
福
祉
課
長　

65
歳
以
上
の
独
り

暮
ら
し
世
帯
は
２
４
３
世
帯
。
二

人
暮
ら
し
世
帯
は
、
２
８
２
世
帯

５
６
４
名
で
あ
る
。

質
問　

高
齢
者
世
帯
に
お
け
る
要
介

護
・
生
活
困
難
世
帯
な
ど
、
ど
の
よ

う
に
把
握
さ
れ
て
い
る
か
尋
ね
る
。

住
民
福
祉
課
長　

様
々
な
状
況
を
抱

え
て
い
る
方
が
多
い
の
で
、
住
民
福
祉

課
で
は
高
齢
者
支
援
台
帳
を
作
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
状
況
把
握
に
努
め
て
い
る
。

質
問　

す
ぐ
に
入
所
や
入
院
が
で
き

な
い
ケ
ー
ス
に
備
え
、
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
の
必
要
性
に
併
せ
、
二
次
対
応

ま
で
の
短
期
保
護
支
援
が
で
き
る
施

設
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

住
民
福
祉
課
長　

内
容
に
つ
い
て
課

内
で
検
討
し
た
い
。
ま
た
、
高
齢
者

が
す
ぐ
に
入
所
で
き
る
状
況
づ
く
り

と
し
て
、
村
の
施
設
を
共
同
住
宅
と

し
て
使
用
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
る
。

質
問　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
つ
い
て

村
長
の
考
え
を
尋
ね
る
。

村
長　

社
会
福
祉
協
議
会
で
一軒
家
を

借
り
、
27
年
度
に
開
所
す
る
と
聞
い

て
い
る
。
村
で
も
27
年
度
予
算
で
補

助
金
を
計
上
し
た
い
。
ま
た
、
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
機
能
を
含
ん
だ
総
合
的
な

施
設
に
つ
い
て
、
安
全
な
場
所
、
冬
の

寒
さ
対
策
な
ど
、
村
全
体
で
考
え
、
計

画
を
立
て
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

筑
北
村
の
障
害
を
持
た
れ
て

い
る
方
の
現
状
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

住
民
福
祉
課
長　

障
害
を
持
た
れ
て

い
る
方
は
３
９
６
名
。
う
ち
、
身
体

障
害
者
手
帳
所
持
者
は
２
９
９
名
で
、

65
歳
以
上
の
方
が
約
８
割
。
療
育
・

福
祉
手
帳
所
持
者
は
97
名
で
、
逆
に

65
歳
未
満
の
方
が
約
８
～
９
割
。
援

護
者
台
帳
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施

策
を
進
め
て
い
る
。

質
問　

障
害
者
の
方
の
社
会
参
加
・

居
住
支
援
な
ど
、
村
と
し
て
の
考
え

は
ど
う
か
。

住
民
福
祉
課
長　

社
会
福
祉
協
議
会

の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
開
所
は
、
障
害

福
祉
対
策
の
充
実
に
寄
与
す
る
も
の

で
あ
り
、
財
政
支
援
を
含
め
、
必
要
な

支
援
に
つ
い
て
協
議
を
進
め
て
い
く
。

冬
の
防
災
対
策

質
問　

異
常
気
象
に
よ
る
大
雪
な
ど
、

冬
の
防
災
対
策
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

総
務
課
長　

各
課
連
携
を
取
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
担
当
業
務
に
よ
る
分
担
で

対
応
し
て
い
く
。

質
問　

停
電
時
に
は
村
内
放
送
、
村

内
電
話
が
利
用
で
き
な
い
。
夜
間
の

緊
急
時
に
孤
立
し
た
高
齢
者
世
帯
へ

の
対
応
は
ど
う
か
。

総
務
課
長　

現
行
で
は
屋
外
放
送
で

対
応
し
て
い
く
が
、
冬
場
に
つ
い
て

は
聞
こ
え
に
く
い
状
況
も
あ
り
、
今

後
検
討
し
た
い
。
孤
立
し
た
世
帯
に

つ
い
て
は
、
台
帳
に
よ
り
事
前
の
検

討
を
含
め
、
各
方
面
の
協
力
を
得
て

対
応
し
て
い
き
た
い
。

当
村
の
松
く
い
虫
対
策

　

沖村　智 議員

質
問　

対
策
を
と
っ
て
も
被
害
が
止

屋外放送スピーカー
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め
ら
れ
な
い
松
く
い
虫
対
策
の
今
後

に
つ
い
て
伺
う
。

産
業
課
長　

現
在
、
主
に
伐
倒
薫
蒸

処
理
※
・
枯
損
木
処
理
を
中
心
に
行

っ
て
い
る
。
そ
の
他
の
対
策
も
あ
る

が
、
様
々
な
条
件
の
た
め
、
全
て
が

計
画
ど
お
り
に
進
行
し
て
い
な
い
。

※
伐
倒
燻
蒸
…
松
く
い
虫
被
害
に
よ
り
枯

死
し
た
松
を
伐
採
し
、
玉
切
り
し
た
あ
と

ビ
ニ
ー
ル
で
包
み
、
薬
剤
を
浸
透
さ
せ
、

松
材
の
中
に
い
る
カ
ミ
キ
リ
の
幼
虫
等
を

駆
除
す
る
方
法
。

質
問　

個
人
所
有
の
松
も
対
策
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
村
の
考
え

を
伺
う
。

村
長　

特
に
本
城
地
域
で
個
人
所
有

の
も
の
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と

は
認
識
し
て
い
る
。
こ
の
対
策
に
つ

い
て
住
民
と
の
協
議
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
国
・
県
の
補
助
が
無
い
場
合

は
、
村
も
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

村
の
財
政

質
問　

平
成
27
年
度
の
予
算
規
模
に

つ
い
て
伺
う
。

村
長　

平
成
26
年
度
の
当
初
予
算
と

同
額
の
水
準
に
抑
え
た
い
。
村
の
財

政
状
況
は
厳
し
い
が
、
必
要
な
事
業

に
つ
い
て
は
予
算
計
上
し
て
い
く
。

質
問　

財
政
に
対
す
る
村
の
対
応
と

し
て
、
も
っ
と
計
画
的
に
取
り
組
む

必
要
性
を
感
じ
る
。
努
力
さ
れ
て
い

る
の
は
理
解
で
き
る
が
、
更
な
る
努

力
を
実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

総
務
課
長　

ご
指
摘
の
と
お
り
だ
が
、

村
と
し
て
難
し
い
課
題
も
抱
え
て
い

る
。
例
え
ば
、
施
設
の
統
廃
合
な
ど

住
民
の
皆
様
の
理
解
を
得
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
も
あ
る
。
柔
軟
・
早

急
な
対
応
を
行
っ
て
い
く
。

日
本
ウ
ェ
ル
ネ
ス

高
等
学
校
の
誘
致

質
問　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長　

条
例
・
規
則
の
一
部
改
正

や
廃
校
手
続
き
、
そ
の
他
契
約
関
連

の
事
務
を
進
め
て
い
る
。

質
問　

契
約
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長　

校
舎
の
使
用
料
は
20
年
間

無
料
で
、
高
等
学
校
施
設
と
し
て
利

用
で
き
る
よ
う
修
繕
の
予
定
で
あ
る
。

そ
の
他
の
詳
細
は
、
現
在
事
務
の
積

み
上
げ
を
行
っ
て
い
る
。

質
問　

20
年
間
使
用
す
る
こ
と
と
は

別
と
し
て
、
筑
北
村
財
産
管
理
規
則

に
沿
っ
て
、
５
年
ご
と
の
契
約
が
望

ま
し
い
と
考
え
る
。
ま
た
、
契
約
の

詳
細
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
必
要
性

が
何
点
か
あ
る
。
い
か
が
か
。

教
育
長　

契
約
の
方
法
や
今
後
に
つ

い
て
、
文
部
科
学
省
な
ど
の
制
限
も

あ
る
が
検
討
し
て
い
く
。
方
向
性
と

し
て
は
、
日
本
ウ
ェ
ル
ネ
ス
高
等
学

校
を
誘
致
す
る
ま
で
は
村
で
対
応
し
、

そ
の
後
の
維
持
管
理
費
は
日
本
ウ
ェ

ル
ネ
ス
高
等
学
校
が
負
担
し
て
い
く

予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
事
業
全

体
の
成
果
と
し
て
、
将
来
的
な
人
口

の
増
加
や
、
そ
れ
に
よ
る
地
方
交
付

税
の
増
額
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

畑
に
埋
設
さ
れ
て
い
る
水
道
本
管

　

中村　弘 議員

質
問　

乱
橋
地
区
で
畑
に
埋
設
さ
れ

て
い
る
水
道
本
管
が
老
朽
化
で
破
損

し
、
畑
に
被
害
を
与
え
て
い
る
。
敷

設
替
え
を
要
望
す
る
と
と
も
に
、
村

の
現
段
階
の
計
画
を
伺
う
。

建
設
課
長　

村
の
水
道
管
の
延
長
は
、

送
水
管
が
22
．
６
km
、
配
水
管
が
72
．

３
km
、導
水
管
が
18
・
９
km
。本
管（
送

水
管
と
配
水
管
）
94
．
９
km
の
う
ち
、

７
．
４
km
が
個
人
の
農
地
に
埋
設
さ

れ
て
い
る
。
計
画
的
な
敷
設
替
え
の

必
要
が
あ
る
が
、
当
面
、
破
損
が
多

発
す
る
箇
所
に
つ
い
て
実
施
し
て
い

く
。
ま
た
、
乱
橋
簡
易
水
道
の
西
村

配
水
池
系
の
敷
設
替
え
は
２
年
計
画

で
実
施
予
定
で
、
補
助
事
業
が
導
入

で
き
る
よ
う
協
議
・
調
整
し
て
い
る
。

質
問　

農
地
が
荒
廃
し
な
い
よ
う
、

早
期
の
敷
設
替
え
を
要
望
す
る
。

文
化
財
の
標
識
設
置

質
問　

文
化
財
の
標
識
は
何
か
所
に

設
置
さ
れ
て
い
る
か
、
ま
た
、
管
理

は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
か
伺
う
。

教
育
長　

旧
本
城
の
標
柱
は
１
０
４

か
所
。
坂
北
、
坂
井
に
つ
い
て
は
実

数
を
把
握
し
て
い
な
い
。
標
柱
の
建

て
替
え
と
新
設
は
、
平
成
22
年
度
が

84
ヶ
所
、
25
年
度
が
21
ヶ
所
、
26
年

度
が
28
ヶ
所
で
、
合
計
１
３
３
ヶ
所
。

案
内
看
板
の
建
て
替
え
と
新
設
は
、

22
年
度
が
３
ヶ
所
、
25
年
度
が
６
ヶ

所
、
26
年
度
が
９
ヶ
所
で
、
合
計
18

伺
う
。

教
育
長　

村
道
・
農
道
は
建
設
課
、

林
道
・
登
山
道
は
産
業
課
が
管
轄
。

そ
の
都
度
、
各
課
と
調
整
・
検
討
を

し
て
い
る
。
地
元
の
協
力
が
得
ら
れ

る
場
合
に
は
、
県
（
元
気
づ
く
り
支

援
金
事
業
）
や
、
規
模
の
小
さ
い
場

合
は
村
（
協
働
事
業
支
援
金
事
業
）

の
実
施
も
考
え
ら
れ
る
。

管
理
不
全
な
空
き
家
の
適
正
管
理

　

宮島　義次 議員

質
問　
「
筑
北
村
空
き
家
等
の
適
正

管
理
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
、

管
理
不
全
の
危
険
な
空
き
家
に
対
し
、

ど
の
よ
う
な
措
置
を
し
た
か
尋
ね
る
。

総
務
課
長　

主
に
所
有
者
へ
助
言
及

び
改
善
指
導
書
の
送
付
を
行
っ
て
き

た
。
助
言
等
の
件
数
は
７
件
で
、
そ

の
う
ち
所
有
者
が
自
ら
家
屋
を
解
体

し
た
も
の
が
３
件
。
村
へ
の
寄
付
の

申
し
入
れ
が
２
件
と
な
っ
て
い
る
。

条
例
で
、
適
正
管
理
に
つ
い
て
所
有

者
の
責
務
を
規
定
し
た
こ
と
に
よ
り
、

ヶ
所
。
管
理
は
、
文
化
財
保
護
委
員

や
地
元
の
皆
様
か
ら
の
ご
指
摘
の
都

度
、
対
応
し
て
い
る
。

質
問　

文
化
財
調
査
保
護
委
員
の
組

織
構
成
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

教
育
長　

旧
村
３
名
ず
つ
の
計
９
名

で
構
成
。
現
在
の
委
員
は
平
成
26
年

４
月
１
日
か
ら
で
、
任
期
は
２
年
。

文
化
財
と
い
う
特
殊
性
か
ら
、
９
人

の
う
ち
８
人
が
再
任
さ
れ
た
。

質
問　

登
山
道
の
標
識
に
つ
い
て
、

設
置
箇
所
、
設
置
間
隔
が
不
適
切
で
、

機
能
を
果
た
し
て
い
な
い
も
の
が
あ

る
。
区
長
等
の
要
望
が
あ
れ
ば
見
直

し
が
で
き
な
い
か
伺
う
。

教
育
長　

通
常
、
文
化
財
調
査
保
護

委
員
と
担
当
者
が
現
地
を
見
て
対
応

し
て
い
る
が
、
区
長
等
か
ら
要
望
が

あ
れ
ば
現
地
確
認
の
う
え
検
討
す
る
。

質
問　

文
化
財
に
至
る
ま
で
の
道
の

補
修
及
び
関
係
整
備
は
で
き
な
い
か

助
言
、
指
導
改
善
書
が
送
付
で
き
る

点
は
、
条
例
制
定
の
効
果
が
あ
っ
た

と
感
じ
て
い
る
。

質
問　

管
理
不
全
な
空
き
家
の
処
理

が
進
ま
な
い
原
因
を
尋
ね
る
。

総
務
課
長　

建
物
の
解
体
費
用
が
高

額
な
こ
と
。
村
外
に
居
住
し
て
い
る

所
有
者
と
連
絡
が
取
れ
な
い
こ
と
。

所
有
者
の
所
在
地
の
調
査
や
指
導
改

善
書
を
送
付
し
て
も
反
応
が
な
い
場

合
等
が
あ
り
、
な
か
な
か
進
ま
な
い
。

質
問　

寄
付
の
申
し
出
が
あ
っ
て
も

村
が
受
諾
で
き
な
い
原
因
を
尋
ね
る
。

総
務
課
長　

寄
付
を
受
け
る
場
合
、

各
課
長
で
構
成
さ
れ
る
空
き
家
対
策

検
討
委
員
会
で
検
討
し
、
村
長
に
報

告
す
る
。
し
か
し
、
公
的
利
用
価
値

が
低
く
、
解
体
後
の
空
き
地
の
維
持

管
理
に
地
区
の
合
意
が
得
ら
れ
な
い

こ
と
も
あ
り
、
寄
付
を
受
け
た
事
例

は
な
い
。
村
へ
寄
付
す
る
と
土
地
・

家
屋
が
処
分
で
き
、
多
額
の
解
体
費

用
を
負
担
し
な
く
て
も
済
む
と
い
っ

た
意
識
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
は
避

け
た
い
。
そ
の
う
え
で
危
険
な
空
き

家
の
処
分
が
進
む
よ
う
、
解
体
費
用

の
助
成
制
度
、
あ
る
い
は
解
体
費
用

程
度
で
土
地
を
必
要
な
人
に
斡
旋
す

る
等
の
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
く
事

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

村
の
総
合
防
災
訓
練

質
問　

村
の
総
合
防
災
訓
練
の
方
法

と
内
容
を
見
直
し
、
充
実
し
た
訓
練
に

す
る
必
要
が
あ
る
が
、
考
え
を
尋
ね
る
。

総
務
課
長　

総
合
防
災
訓
練
は
、
平

成
23
年
度
か
ら
、
旧
村
単
位
で
訓
練

会
場
・
訓
練
内
容
を
分
け
実
施
し
て
き

て
い
る
。
26
年
度
で
一
巡
し
た
の
で
、

各
関
係
機
関
か
ら
反
省
点
を
取
り
ま

と
め
、
来
年
度
以
降
の
計
画
に
反
映
さ

せ
る
。
形
骸
し
な
い
訓
練
と
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
る
。

公
共
交
通
問
題
の
ス
ピ
ー
ド
感

　

太田　守彦 議員

質
問　
「
筑
北
村
公
共
交
通
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
が
実
施
さ
れ
、
村

民
の
声
を
も
と
に
検
討
委
員
会
で
の

検
討
状
況
を
伺
う
。

総
務
課
長　

一
部
路
線
の
延
長
や
バ

文化財の標柱
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ス
停
の
増
設
要
望
、
デ
マ
ン
ド
交
通
の

実
現
性
、
バ
ス
路
線
の
な
い
地
域
へ
の

対
応
等
、
多
面
的
な
検
討
を
し
て
い
る
。

質
問　

こ
の
問
題
に
対
す
る
ス
ピ
ー

ド
感
が
感
じ
ら
れ
な
い
。
村
長
公
約

に
掲
げ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
村
長
の

姿
勢
を
伺
う
。　

村
長　
「
お
年
寄
り
が
地
域
で
暮
ら

せ
る
村
づ
く
り
」
に
含
ま
れ
、
若
者

定
住
や
子
育
て
の
公
約
に
も
繋
が
る
。

年
度
内
に
は
一
定
の
方
向
性
を
導
き

た
い
。

質
問　

高
齢
化
率
が
４
割
。
今
後
、

高
齢
者
か
ら
運
転
免
許
を
返
納
さ
れ

る
こ
と
を
考
え
る
と
優
先
順
位
は
高

い
。「
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
る
」

は
結
構
だ
が
、「
で
き
な
い
こ
と
は

後
回
し
」
と
な
ら
ぬ
よ
う
求
め
る
。

次
に
、
利
用
客
が
低
迷
し
て
い
る
中

で
、
決
算
説
明
で
は
毎
年
「
村
営
バ

ス
の
運
行
は
、
地
域
住
民
の
重
要
な

交
通
手
段
と
し
て
福
祉
向
上
に
寄
与

し
て
い
る
」
と
の
こ
と
だ
が
、
問
題

は
な
い
か
尋
ね
る
。

総
務
課
長　

公
共
交
通
の
現
状
と
成

果
を
充
分
精
査
し
、
文
言
等
を
検
討

す
る
。

質
問　

村
バ
ス
事
業
は
一
般
会
計
か

ら
毎
年
２
千
万
円
余
り
を
繰
り
出
し

て
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
も
っ
と
公

共
性
を
高
め
る
よ
う
努
力
し
て
も
ら

い
た
い
。主

要
事
業
の
定
義

質
問　

昨
年
の
３
月
定
例
会
で
、
当

初
予
算
書
と
共
に
26
年
度
の
主
要
事

業
説
明
を
受
け
た
。
そ
も
そ
も
「
主

要
事
業
」
の
定
義
は
何
か
伺
う
。

村
長　

ス
ト
ー
リ
ー
性
を
持
ち
、
各

課
が
横
断
的
に
推
進
す
る
事
業
、
村

長
公
約
、
村
の
総
合
計
画
に
関
わ
る

事
業
で
あ
る
。

質
問　

資
料
作
成
の
た
め
、
膨
大
な

労
力
が
費
や
さ
れ
る
「
主
要
事
業
説
明

書
」
の
位
置
づ
け
、
意
味
合
い
を
伺
う
。

総
務
課
長　

予
算
と
同
時
に
作
成
す

る
事
業
シ
ー
ト
で
、
担
当
者
と
課
長

間
で
進
捗
等
の
把
握
に
使
っ
て
い
る
。

質
問　

６
月
定
例
会
に
お
い
て
「
サ

ッ
カ
ー
場
建
設
と
ウ
ェ
ル
ネ
ス
高
校

誘
致
」
が
議
題
に
挙
が
っ
た
。
こ
れ

ら
は
主
要
事
業
で
は
な
い
の
か
伺
う
。

村
長　

両
事
業
と
も
ス
ト
ー
リ
ー
性

を
持
っ
た
各
課
横
断
的
な
事
業
で
、村

民
益
を
も
た
ら
す
主
要
事
業
で
あ
る
。

質
問　

主
要
事
業
説
明
書
の
様
式
改

善
と
共
に
、
事
業
追
加
な
ど
資
料
の

更
新
を
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
57
個

も
あ
る
主
要
事
業
だ
が
、
も
っ
と
住

民
の
身
近
な
問
題
に
絞
っ
て
設
定
し
、

事
業
の
進
捗
等
は
各
定
例
会
で
議
会

が
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
よ
う
要
望
す
る
。

そ
し
て
、
主
要
事
業
の
ポ
イ
ン
ト
を

絞
り
村
民
説
明
が
必
要
で
は
な
い
か

検
討
を
お
願
い
す
る
。

筑
北
村
防
災
計
画
に
よ
る

安
心
・
安
全
の
村
づ
く
り

　

山崎　広道 議員

質
問　

筑
北
村
防
災
計
画
は
、「
災

害
対
策
基
本
法
」
の
規
定
に
基
づ
い

て
、
村
の
地
域
に
係
る
災
害
予
防
対

策
、
災
害
応
急
対
策
、
災
害
復
旧
・

復
興
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、

土
地
の
保
全
と
住
民
の
生
命
・
身
体

及
び
財
産
を
保
護
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
平
成
19
年
に
策
定
後
、
７

年
が
経
過
し
た
が
、
計
画
の
見
直
し

状
況
と
公
表
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

総
務
課
長　

防
災
計
画
の
見
直
し
は
、

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
原
子
力
災

害
を
教
訓
に
、「
原
子
力
災
害
対
策

編
」
の
追
加
、
犀
川
砂
防
事
務
所
が

進
め
て
い
る
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の

見
直
し
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
活
用
方
法

等
を
加
え
る
な
ど
、
現
計
画
の
見
直

し
等
を
庁
内
で
作
業
中
で
あ
る
。
今

後
は
、
筑
北
村
防
災
会
議
で
審
議
を

行
い
、
年
度
内
に
は
見
直
し
を
完
了

さ
せ
る
。
公
表
は
、「
災
害
対
策
基

本
法
」
に
よ
り
県
知
事
に
報
告
し
た

後
、
概
要
版
を
作
成
し
、
村
民
の
皆

様
に
周
知
す
る
。

質
問　

村
の
災
害
時
の
避
難
施
設
や

場
所
が
、
災
害
の
種
類
や
状
況
で
見

直
さ
れ
て
決
定
さ
れ
た
か
に
つ
い
て

尋
ね
る
。

総
務
課
長　

現
行
の
計
画
で
は
、
避

難
施
設
18
ヶ
所
、
避
難
地
15
ヶ
所
、

要
援
護
者
等
避
難
施
設
３
ヶ
所
、
物

資
輸
送
拠
点
施
設
１
ヶ
所
を
指
定
し

て
い
る
。
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に

含
ま
れ
る
施
設
は
検
討
の
必
要
が
あ

る
が
、
集
落
に
至
近
の
施
設
を
指
定

し
て
い
る
の
で
変
更
は
な
か
な
か
難

し
い
。
住
民
の
皆
様
に
最
も
近
い
場

所
で
安
全
な
施
設
を
指
定
す
る
、
と

い
う
視
点
で
検
討
し
て
い
く
。

質
問　

自
主
防
災
組
織
の
結
成
状
況

と
、結
成
後
の
自
主
的
な
活
動
を
村
は

ど
の
よ
う
に
支
援
し
て
い
く
か
伺
う
。

総
務
課
長　

自
主
防
災
組
織
は
、
本

城
地
域
は
７
区
全
て
、
坂
北
地
域
は

９
区
の
う
ち
８
区
、
坂
井
地
域
は
５

区
の
う
ち
２
区
と
１
常
会
で
、
村
全

体
で
17
区
と
１
常
会
で
結
成
さ
れ
た
。

村
の
支
援
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
、
協
働
事
業
支
援
金
等
）
で
防
災
ベ

ス
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
整
備
し
た
。
今

年
度
も
、
結
成
済
み
の
自
主
防
災
組
織

を
対
象
に
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ

ト
ラ
イ
ト
、
防
災
ベ
ス
ト
、
車
い
す
を

配
布
し
た
。

　

自
主
防
災
組
織
の
活
動
へ
の
支
援

は
、
訓
練
時
の
講
師
（
消
防
署
の
職
員

な
ど
）
の
依
頼
、
派
遣
を
行
う
。
長
野

県
神
城
地
震
の
例
を
見
て
も
、
被
災
さ

れ
た
方
々
に
よ
る
自
身
、
家
族
、
財
産

を
守
る
自
助
活
動
、
相
互
の
声
掛
け
等

の
共
助
活
動
が
非
常
に
大
き
い
と
い

う
結
果
が
出
て
い
る
。
普
段
か
ら
の

近
所
づ
き
あ
い
を
大
事
に
し
、
被
災
軽

減
に
務
め
る
た
め
の
自
主
的
な
活
動

が
で
き
る
よ
う
支
援
を
し
て
い
く
。

筑
北
村
の
学
校
統
合
に
係
る
説
明
会

　

小山　正博 議員

質
問　

学
校
統
合
に
係
る
説
明
会
の

議
事
録
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
示
さ
れ

た
が
、
そ
の
意
見
へ
の
対
応
を
尋
ね
る
。

教
育
長　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

た
が
、
そ
の
後
、
特
に
意
見
は
な
か

っ
た
。
皆
様
の
意
見
、
要
望
を
も
と

に
保
護
者
等
の
参
加
に
よ
る
準
備
委

員
会
を
立
ち
上
げ
、
村
の
教
育
を
考

え
る
検
討
委
員
会
設
置
に
つ
い
て
の

ご
意
見
を
頂
く
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

質
問　

坂
井
地
域
の
多
く
の
意
見
と

し
て
、
麻
績
村
と
の
方
向
性
が
一
致

し
な
い
た
め
中
断
し
て
い
る
が
、
検

討
を
継
続
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え

る
。
坂
井
保
育
園
の
保
護
者
へ
の
説

明
会
を
実
施
し
た
と
聞
い
た
が
、
そ

の
内
容
を
尋
ね
る
。

教
育
長　

10
月
30
日
に
保
護
者
十
数

名
と
意
見
交
換
を
し
た
。「
子
供
の

数
が
減
っ
て
複
式
学
級
に
な
り
、
集

団
生
活
が
難
し
い
こ
と
」、「
新
し

い
坂
井
小
学
校
は
残
し
て
欲
し
い
」、

「
中
学
校
の
部
活
の
存
続
」、「
筑
北

ひ
ま
わ
り
保
育
園
へ
の
行
事
に
坂
井

保
育
園
が
参
加
す
る
こ
と
へ
の
意

義
」
な
ど
、
様
々
な
意
見
が
出
た
。

こ
れ
ら
の
意
見
を
参
考
に
統
合
検
討

委
員
会
を
設
置
し
た
い
。

質
問　

統
合
検
討
委
員
会
に
つ
い
て
、

９
月
定
例
会
で
は
12
月
設
置
と
の
答

弁
だ
っ
た
が
、
状
況
を
尋
ね
る
。

教
育
長　

筑
北
小
学
校
の
開
校
準
備

等
で
若
干
遅
れ
て
い
る
。
準
備
委
員

会
を
1
月
末
か
ら
2
月
上
旬
に
設
置

し
て
委
員
構
成
等
を
検
討
し
、
5
月

下
旬
ま
で
に
検
討
委
員
会
を
設
置
す

る
予
定
で
あ
る
。
教
育
委
員
会
か
ら

検
討
委
員
会
へ
諮
問
し
、
そ
の
諮
問

を
受
け
て
検
討
委
員
か
ら
答
申
が
教

育
委
員
会
へ
出
さ
れ
た
後
、
教
育
委

員
会
で
内
容
を
協
議
し
、
新
年
度
設

置
の
総
合
教
育
会
議
の
議
題
と
し
て

提
出
し
、
村
長
と
協
議
し
た
い
。
検
討

過
程
で
、
そ
の
都
度
議
会
へ
も
報
告

し
、議
員
の
皆
様
の
意
見
を
伺
い
た
い
。

四
阿
屋
山
の
水
銀
バ
ッ
テ
リ
ー

投
棄
に
よ
る
汚
染
不
安

質
問　

昨
年
7
月
9
日
の
「
信
濃
毎

日
新
聞
」
に
、
気
象
庁
が
無
人
雨
量

計
の
水
銀
バ
ッ
テ
リ
ー
を
、
長
野
県

を
含
む
全
国
45
地
点
に
投
棄
し
た
と

の
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。
兵
庫
県
で

は
、
周
辺
土
壌
よ
り
、
基
準
の
30
倍

の
水
銀
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
四
阿

屋
山
へ
も
「
7
個
捨
て
た
」
と
の
記

事
が
あ
り
、
住
民
か
ら
環
境
破
壊
、

汚
染
不
安
（
土
壌
・
水
源
）
の
声
が

出
て
い
る
。
村
の
対
応
を
尋
ね
る
。

総
務
課
長　

長
野
気
象
台
が
来
村
し

て
、
次
の
よ
う
な
報
告
が
あ
っ
た
。

四
阿
屋
山
に
も
昭
和
30
年
代
に
、
水

銀
バ
ッ
テ
リ
ー
を
電
源
と
し
た
無
線

ロ
ボ
ッ
ト
観
測
施
設
が
設
置
さ
れ
、

昭
和
54
年
に
廃
止
さ
れ
た
。
観
測
施

設
は
全
国
各
地
に
あ
り
、
県
内
で
は

自主防災組織による消火訓練
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ヶ
所
あ
る
。
四
阿
屋
山
の
観
測
施

設
に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年
5
月
に

調
査
を
実
施
し
、
観
測
所
の
建
物
周

辺
よ
り
「
7
個
」
の
バ
ッ
テ
リ
ー
を

回
収
し
た
。
そ
の
位
置
が
、
坂
井
地

域
の
漸よ

う
よ
う々

水
源
の
上
流
で
も
あ
り
、

気
象
台
で
土
壌
調
査
を
実
施
し
た
結

果
、
12
月
に
連
絡
が
あ
り
、
四
阿
屋

山
で
は
水
銀
等
有
害
物
質
は
不
検
出

で
、
水
銀
に
よ
る
土
壌
汚
染
は
な
い

と
判
断
し
た
。

地
方
債
残
高
の
現
状

　

山田　寿 議員

質
問　

現
在
の
地
方
債
に
つ
い
て
尋

ね
る
。
地
方
債
残
高
は
21
年
度
か
ら
25

年
度
で
12
億
円
減
少
し
て
い
る
が
、
12

月
補
正
段
階
で
、
３
千
万
余
の
債
務
の

減
額
と
な
っ
て
い
る
。
年
度
末
で
の

地
方
債
残
高
の
見
込
み
は
ど
う
か
。

総
務
課
長　

過
疎
債
は
道
路
５
路

線
、
橋
梁
修
繕
事
業
と
ソ
フ
ト
事
業
で

７
６
９
０
万
円
、
合
併
特
例
債
は
６
事

業
で
２
億
１
３
６
０
万
円
、
全
国
防

災
事
業
債
は
８
６
０
０
万
円
、
臨
時

財
政
対
策
債
は
１
億
６
０
５
６
万
円

で
、
合
計
５
億
３
７
０
６
万
円
で
あ
る
。

質
問　

公
債
費
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

総
務
課
長　

年
度
末
の
残
高
は
出
し

て
い
な
い
が
、
学
校
体
育
館
の
防
災

機
能
強
化
、
庁
舎
改
修
等
で
、
例
年

に
な
く
大
型
事
業
が
増
加
し
て
い
る
。

質
問　

債
務
の
増
大
は
今
後
の
村
民

の
負
担
増
に
な
り
、
ま
た
、
行
政
支

出
へ
の
圧
迫
と
な
る
。
来
年
度
予
算

で
は
地
方
債
の
発
行
額
は
ど
の
位
に

な
る
の
か
尋
ね
る
。

総
務
課
長　

こ
れ
か
ら
予
算
要
望
が

始
ま
る
が
、
編
成
方
針
の
中
で
４
億

円
程
度
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

社
会
資
本
整
備
と
併
せ
て
人

へ
の
投
資
も
重
大
で
あ
る
。
地
方
創

生
の
政
策
と
の
関
連
の
中
で
理
念
を

尋
ね
る
。

村
長　

人
口
の
増
加
が
課
題
で
あ
り
、

方
策
を
出
し
て
国
に
提
示
し
、
補
助

金
を
引
き
出
し
た
い
。
ウ
ェ
ル
ネ
ス

高
校
誘
致
も
そ
の
一
環
で
あ
る
。

新
図
書
館
構
想
の
内
容

質
問　

近
年
、
地
方
住
民
が
図
書
館

機
能
の
拡
大
充
実
を
求
め
る
ニ
ー
ズ

が
高
ま
っ
て
い
る
。
新
図
書
館
に
つ

い
て
の
構
想
を
尋
ね
る
。

教
育
長　

住
民
の
要
望
を
踏
ま
え
構

想
を
協
議
中
で
あ
る
が
、
基
本
的
視

点
は
、
各
世
代
全
て
の
人
の
学
習
の

拠
点
と
し
た
い
。
ま
た
、
文
化
活
動

推
進
、
情
報
発
信
、
情
報
交
換
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
活
性
化
に
資
す

る
も
の
と
し
、
生
徒
の
学
力
向
上
の

た
め
学
習
室
を
設
け
た
り
、
各
地
域

の
読
み
聞
か
せ
活
動
の
合
同
開
催
等

も
検
討
し
た
い
。
現
在
の
坂
井
図
書

館
の
利
用
度
が
低
い
こ
と
か
ら
、
移

設
も
含
め
て
活
性
化
を
考
え
た
い
。

ウ
ェ
ル
ネ
ス
高
校
誘
致
へ
の
対
応

質
問　

村
内
初
の
高
校
設
立
で
活
性

化
が
期
待
で
き
る
が
、
財
政
支
出
の

面
で
ど
う
か
尋
ね
る
。

教
育
長　

将
来
的
な
メ
リ
ッ
ト
を
勘

案
し
、
施
設
利
用
は
無
償
と
す
る
。

学
校
開
設
ま
で
の
設
備
の
改
築
・
修

繕
は
当
村
の
負
担
と
し
、
開
校
後
は

基
本
的
に
は
学
校
側
の
負
担
と
す
る
。

生
徒
の
多
く
は
住
民
票
を
村
に
移
動

し
て
の
居
住
と
な
る
の
で
、
村
内
の

空
き
家
の
利
活
用
を
斡
旋
す
る
が
、

費
用
負
担
は
家
主
と
学
校
と
の
当
事

者
間
で
定
め
て
い
く
事
に
な
る
。

四阿屋山の無人観測施設跡

新図書館となる坂北庁舎

新
設
と
な
る
筑
北
小
学
校
に

関
す
る
確
認
事
項

　

鎌田　欣子 議員

質
問　

筑
北
小
学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
運
転
手
の
確
保
は
で
き
て
い
る

か
。
ま
た
、
保
育
園
と
合
わ
せ
て
人

員
は
何
人
必
要
か
尋
ね
る
。

教
育
次
長　

保
育
園
の
運
転
手
は
、

現
在
４
名
で
１
名
の
余
力
が
あ
る
が
、

都
合
の
悪
い
場
合
、
事
務
局
が
対
応

し
て
い
る
。
27
年
度
は
５
～
６
名
が

必
要
で
あ
る
。
来
年
度
に
向
け
採
用

予
定
を
し
て
い
る
。

質
問　

労
働
時
間
が
朝
と
夕
方
と
限

ら
れ
た
中
で
の
労
働
は
、
あ
る
程
度

昼
間
も
拘
束
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

時
給
の
ア
ッ
プ
、
ま
た
は
、
職
員
に

大
型
免
許
取
得
者
も
多
い
の
で
教
育

委
員
会
へ
の
配
置
も
視
野
に
入
れ
て

考
え
て
い
た
だ
く
よ
う
提
案
す
る
。

質
問　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
ど
の

よ
う
に
運
営
さ
れ
る
の
か
尋
ね
る
。

教
育
次
長　

現
在
の
坂
北
放
課
後
児

童
施
設
を
主
軸
に
運
営
予
定
で
あ

る
。
し
か
し
、
地
域
要
望
が
あ
る
の

で
、
本
城
地
域
の
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
（
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）
の

運
営
も
検
討
し
て
い
く
。

質
問　

村
道
学
校
線
の
歩
道
工
事
の

完
成
は
い
つ
に
な
る
か
尋
ね
る
。

建
設
課
長　

平
成
27
年
３
月
末
終
了

予
定
で
業
者
と
調
整
中
で
あ
る
。
県

道
坂
北
停
車
場
線
か
ら
学
校
の
正
門

ま
で
。（
校
庭
側
に
１
．
５
ｍ
の
歩

道
を
新
設
）

本
城
庁
舎
改
修
に
伴
う
確
認
事
項

質
問　

２
階
の
調
理
室
の
ガ
ス
台
の

火
力
が
弱
い
と
の
指
摘
が
あ
る
が
、

改
修
予
定
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

総
務
課
長　

調
理
室
は
今
回
の
工

事
の
対
象
外
（
図
書
室
・
農
事
研
修

室
・
生
活
研
修
室
も
対
象
外
）
で
あ
る
。

工
事
完
了
後
、
改
修
工
事
と
は
別
に

設
備
の
点
検
を
行
い
、
不
都
合
等
が

あ
れ
ば
、修
繕
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

質
問　

本
城
加
工
施
設
の
作
業
時
に

お
け
る
庁
舎
へ
の
ト
イ
レ
使
用
の
方

法
だ
が
、
出
入
口
は
新
た
に
設
置
す

る
の
か
。
ま
た
、
正
面
玄
関
で
は
な

く
、
職
員
通
用
口
か
ら
の
出
入
り
は

可
能
か
尋
ね
る
。

総
務
課
長　

庁
舎
へ
の
出
入
り
は
、

下
足
の
ま
ま
入
れ
る
の
で
利
用
し
や

す
く
な
る
。
新
設
の
予
定
は
な
く
、

職
員
通
用
口
か
ら
の
出
入
り
は
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
の
問
題
も
あ
る
の
で
、

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

道
路
舗
装
と
河
川
工
事
の
問
題
点

質
問　

下
水
道
工
事
後
、
段
差
に
よ
る

騒
音
（
聖
南
町
）
が
あ
る
。
検
査
確
認

は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
尋
ね
る
。

建
設
課
長　

経
年
劣
化
、
交
通
量
、

冬
期
間
の
凍
み
等
の
ひ
ず
み
に
よ
り

段
差
が
生
じ
る
。
交
通
に
著
し
く
支

障
の
あ
る
場
所
か
ら
計
画
性
を
持
っ

て
進
め
て
い
き
た
い
。

質
問　

刈
谷
沢
川
の
護
岸
の
崩
落
、

土
砂
の
流
失
等
の
対
応
に
つ
い
て
、

村
と
し
て
の
考
え
を
尋
ね
る
。

建
設
課
長　

村
内
に
は
58
ヶ
所
の
砂

防
指
定
地
が
あ
り
、
改
修
の
必
要
な

個
所
は
犀
川
砂
防
事
務
所
に
申
請
中

で
あ
る
。
県
の
予
算
が
な
か
な
か
付

か
な
い
中
、
村
が
ど
の
程
度
着
手
で

き
る
か
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

時
間
外
勤
務
手
当
と
休
日
出
勤
手
当

　

横山　敬 議員

質
問　

職
員
の
時
間
外
勤
務
手
当
と
、

休
日
出
勤
手
当
の
支
給
状
況
に
つ
い

て
尋
ね
る
。

総
務
課
長　

平
成
25
年
度
全
体

で
５
３
６
６
時
間
、
支
給
額
は

９
１
７
万
４
千
円
、
本
年
度
は
11
月

末
現
在
４
３
６
９
時
間
、
支
給
額
は

８
５
３
万
５
千
円
と
い
う
状
況
で
あ

る
。
休
日
出
勤
の
場
合
、
基
本
は
代

休
取
得
で
、
特
定
の
業
務
に
限
り
手

当
を
支
給
し
て
い
た
時
期
が
あ
っ
た
。

河川の護岸の裏側の土砂が
流出している
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し
か
し
、
労
働
意
欲
を
懸
念
し
、
労

働
組
合
と
も
協
議
し
、
緊
縮
財
政
で

あ
る
こ
と
の
状
況
を
理
解
い
た
だ
く

中
で
支
給
す
る
上
限
を
定
め
、
そ
の

時
間
を
超
え
た
も
の
に
つ
い
て
は
代

休
処
理
と
し
て
い
る
。
支
給
す
る
上

限
時
間
に
つ
い
て
は
年
々
引
き
上
げ

て
お
り
、
本
年
度
は
60
時
間
と
な
っ

て
い
る
。
来
年
度
以
降
は
、
多
少
上

乗
せ
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

公
民
館
職
員
の
休
日
出
勤
に

つ
い
て
伺
う
。

総
務
課
長　

公
民
館
等
の
職
員
に
つ

い
て
は
、
夜
の
会
議
、
休
日
出
勤
等
、

今
後
予
算
査
定
を
し
て
い
く
中
で
協

議
し
て
、
一
定
の
方
向
性
を
出
し
て

い
き
た
い
。

人
・
農
地
プ
ラ
ン

　

佐藤　文男 議員

質
問　

遊
休
荒
廃
地
が
増
加
し
て
い

る
が
、
耕
作
放
棄
地
の
現
状
な
ど
を

尋
ね
る
。

産
業
課
長　

25
年
度
末
の
面
積
は
、

82
．
４
ha
で
、
村
の
全
体
農
地
面
積

の
約
７
％
。
戸
数
は
集
計
し
て
い
な

い
。
山
林
原
野
化
し
た
も
の
や
、
高

齢
化
等
に
よ
り
耕
作
で
き
な
く
な
っ

て
い
る
農
地
が
増
え
つ
つ
あ
る
。

質
問　

山
林
原
野
化
し
た
農
地
の
地

目
変
更
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
尋
ね
る
。

産
業
課
長　

予
算
計
上
を
し
、
農
業

委
員
会
で
早
急
に
調
査
を
進
め
る
。

質
問　

営
農
組
織
化
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

産
業
課
長　

人
・
農
地
プ
ラ
ン
で
担

い
手
は
10
団
体
以
上
あ
る
が
、
面
積
に

つ
い
て
は
把
握
し
て
い
な
い
。
こ
の

担
い
手
の
方
々
は
、
大
き
く
規
模
拡
大

を
す
る
と
い
う
計
画
は
な
い
状
況
で

あ
る
。
耕
作
を
し
て
い
る
地
域
を
中

心
に
紹
介
を
し
て
、
遊
休
農
地
の
活
用

を
今
後
と
も
進
め
て
い
き
た
い
。
地

域
の
方
々
に
地
域
の
将
来
を
考
え
て

い
た
だ
き
、
一
諸
に
解
決
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

日
本
ウ
ェ
ル
ネ
ス
高
校
誘
致

質
問　

村
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
、

経
済
効
果
も
期
待
さ
れ
、
良
い
こ
と

だ
と
思
う
。
そ
こ
で
改
修
費
に
つ
い

て
尋
ね
る
。

教
育
長　

３
年
か
け
て
２
４
０
名
規

模
の
学
校
づ
く
り
を
進
め
た
い
と
し

て
南
校
舎
も
利
用
と
な
り
、
現
在
改

修
費
を
算
出
中
で
あ
る
。
契
約
後
の

維
持
管
理
費
用
は
、
賃
貸
契
約
書
で

明
確
に
し
た
い
。

質
問　

寄
宿
舎
と
食
事
の
面
に
つ
い

て
尋
ね
る
。

教
育
長　

４
月
か
ら
の
15
名
に
つ
い

て
は
、
空
き
家
利
用
で
確
保
で
き
る
。

こ
れ
か
ら
生
徒
の
数
が
増
え
て
い
く

が
、
共
同
施
設
や
寮
へ
の
変
換
等
も

一
つ
の
案
と
し
て
考
え
て
い
る
。
食

事
は
朝
昼
夜
と
も
、
学
校
内
の
施
設

で
作
り
、
校
内
で
食
事
を
す
る
こ
と

で
考
え
て
い
る
。

質
問　

９
月
以
降
の
空
き
家
利
用
に

つ
い
て
、
生
活
環
境
面
で
希
望
の
改

修
が
で
き
る
か
不
安
で
あ
る
が
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
尋
ね
る
。

教
育
長　

学
校
側
と
も
相
談
し
て
、

行
政
側
で
で
き
る
部
分
に
つ
い
て
は
、

協
力
し
、
解
決
で
き
れ
ば
と
思
う
。

ま
た
先
進
地
視
察
を
行
な
い
、
受
け

入
れ
態
勢
も
十
分
整
え
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

空
き
家
管
理
条
例
等

質
問　

空
き
家
で
、
壊
れ
て
危
険
な

場
所
が
見
受
け
ら
れ
る
。
村
よ
り
所

有
者
に
連
絡
交
渉
の
結
果
、
農
地
・

山
林
も
含
め
て
、
村
に
寄
付
を
し
た

い
と
申
し
出
が
あ
る
が
、
対
応
に
つ

い
て
考
え
を
尋
ね
る
。

ウェルネス高等学校に貸与する本城小学校

総
務
課
長　

寄
付
は
、
土
地
と
建
物
、

全
て
で
の
申
し
出
が
多
い
。
現
実
的

に
は
村
で
農
地
を
持
つ
こ
と
は
農
地

法
上
で
き
な
い
。
こ
の
他
、
山
林
も

今
の
と
こ
ろ
寄
付
は
受
け
ら
れ
な
い
。

村
有
地
に
な
れ
ば
管
理
が
十
分
に
で

き
る
か
が
課
題
で
あ
る
。
色
々
な
ケ

ー
ス
が
あ
る
の
で
、
個
々
に
相
談
を

い
た
だ
き
、
検
討
し
た
い
。

県
選
出
国
会
議
員
と

国
土
交
通
省
へ
の
要
望
活
動

建
設
産
業
常
任
委
員

沖
村
　
智

　

２
月
19
～
20
日
、全
議
員
と
、村
長
、

建
設
課
長
に
も
同
行
し
て
い
た
だ
き
、

地
元
選
出
国
会
議
員
、
国
土
交
通
省

へ
要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。（
要

望
内
容
の
骨
子
に
つ
い
て
は
後
述
）

　

地
方
自
治
の
抱
え
る
課
題
が
複
雑

化
す
る
中
で
、
当
村
で
は
住
民
の
安

全
・
安
心
の
暮
ら
し
を
第
一
と
し
、

そ
の
う
え
で
地
域
の
活
性
化
を
図
っ

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
特
に
災
害
時
の
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
確
保
に
お
い
て
、
当
村
の
よ

う
な
中
山
間
地
で
は
、
他
自
治
体
と

連
絡
す
る
道
路
は
正
に
生
命
線
と
な

り
ま
す
。

　

今
回
の
活
動
で
、
地
元
選
出
国
会

議
員
へ
要
望
を
し
て
き
ま
し
た
が
、

い
ず
れ
の
議
員
に
も
当
村
の
課
題
を

深
く
理
解
し
て
い
た
だ
け
た
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
国
も
限
ら
れ
た
財
源

の
中
で
地
方
配
分
を
調
整
す
る
の
で
、

今
回
の
要
望
を
実
現
す
る
た
め
に
は

二
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
と
強
く
感

じ
ま
し
た
。

　

一
つ
目
は
、
私
ど
も
議
員
の
意
思

統
一
と
行
政
と
の
連
携
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
要
望
実
現
を
あ
き
ら

め
ず
、
継
続
し
て
活
動
す
る
こ
と
で

す
。

　

村
議
会
議
員
活
動
は
、
村
政
に
お

い
て
は
地
域
住
民
の
代
表
と
し
て

各
々
の
考
え
を
議
論
す
る
こ
と
も
重

要
で
す
し
、
村
全
体
の
課
題
を
解
決

す
る
た
め
に
意
見
を
一
致
さ
せ
て
活

動
さ
せ
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
す
。

ま
た
、
国
道
４
０
３
号
の
課
題
の
よ

う
に
、
他
自
治
体
と
の
連
携
が
必
要

と
な
っ
て
く
る
事
業
も
あ
り
ま
す
。

　

筑
北
村
の
未
来
を
設
計
し
、
住
民

生
活
向
上
の
た
め
に
、
議
員
活
動
の

一
日
一
日
を
大
切
に
し
て
活
動
し
て

ま
い
り
ま
す
。

要
望
内
容
の
骨
子

国
道
４
０
３
号
「
矢
越
防
災
」

新
矢
越
ト
ン
ネ
ル
早
期
完
成

・
ト
ン
ネ
ル
掘
削
工
事
が
平
成
26
年

８
月
に
着
手
さ
れ
た
こ
と
へ
の
御
礼

・
一
日
も
早
く
新
矢
越
ト
ン
ネ
ル
が

完
成
で
き
る
よ
う
「
矢
越
防
災
」

の
予
算
付
け

・
安
曇
野
市
側
の
線
形
改
良

・
道
路
施
設
等
の
老
朽
化
対
策
の
強

化
促
進

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
整
備

・
地
域
住
民
の
安
心
感
と
利
便
性

の
向
上
、
物
流
の
効
率
化
や
観
光

支
援
、
防
災
上
の
代
替
路
確
保
な

ど
に
資
す
る
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
。
そ
の
整
備
構
想
に
係

る
助
言
等
の
人
的
支
援
と
、
調
査

研
究
費
に
関
す
る
財
政
的
支
援
の

拡
充
。

土
砂
災
害
警
戒
避
難
体
制
を

構
築
す
る
た
め
の
安
全
対
策

・
警
戒
避
難
体
制
の
構
築
の
た
め
、

保
全
対
象
に
緊
急
輸
送
路
や
避
難

所
を
抱
え
て
い
る
渓
流
、
「
滝
の

沢
」
・
「
道
平
細
川
沢
」
に
お
け

る
早
急
な
ハ
ー
ド
対
策
の
実
施

務台衆議院議員に要望書を手渡す

北川国土交通副大臣への要望活動
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議
会
第
１
回
臨
時
会

１
月
23
日
、
第
１
回
臨
時
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

・
普
通
財
産
の
貸
付
け
に
つ
い
て

・
平
成
年
度
筑
北
村
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
６
号
）

以
上
、
２
つ
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

北
部
３
ヶ
村

議
会
議
員
懇
談
会
開
催

副
議
長
　
小
山
正
博

２
月
25
日
、第
５
回
北
部
３
ヶ
村（
生

坂
・
麻
績
・
筑
北
）
議
会
議
員
懇
談
会

が
生
坂
村
営
や
ま
な
み
荘
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

社
会
的
経
済
学
者・石
塚
秀
雄
氏（
安

曇
野
市
在
住
）
の「
説
明
責
任
に
つ
い

て
」
の
講
演
で
は
、最
近
よ
く
耳
に
す

る「
説
明
責
任
」と
い
う
言
葉
、英
語
で
は
、

ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
と
い
い
、
ア
カ

ウ
ン
ト
と
は
普
通
銀
行
口
座
と
か
勘

定
書
の
こ
と
。「
説
明
責
任
」
は
、記
録

開
示
責
任
。
秘
密
保
護
や
隠
し
事
を
せ

ず
、
記
録
を
き
ち
ん
と
取
り
、
公
表
す

る
こ
と
で
あ
り
、「
本
当
の
責
任
は
そ

の
上
に
あ
る
」
と
の
解
釈
で
し
た
。

各
議
会
か
ら
の
活
動
報
告
で
は
、
議

会
公
開
・
村
民
と
の
対
話
・
意
見
の
聴

取
等
を
中
心
に
報
告
が
あ
り
、
筑
北
村

議
会
か
ら
は
宮
島
義
次
議
会
運
営
委

員
長
が
、
住
民
と
の
懇
談
会
、
月
例
議

会
全
員
協
議
会
等
の
活
動
を
報
告
し

ま
し
た
。　

３
村
と
も
少
子
高
齢
化
、
若
者
定
住
、

道
路
整
備
、
社
会
福
祉
等
の
共
通
の
課

題
が
多
く
、
問
題
解
決
に
向
け
協
力
・

連
携
し
て
行
く
こ
と
を
再
度
確
認
し

ま
し
た
。

筑
北
村
議
会
へ
も
、
多
く
の
住
民
か

ら
要
望
、
提
言
が
あ
り
ま
す
。
議
論
を

深
め
、
合
併
10
年
の
節
目
に
、
更
な
る

村
づ
く
り
に
取
り
組
む
決
意
を
確
認

で
き
た
懇
談
会
で
し
た
。

選 挙 期 日 平成27年4月12日（日）
選 挙 期日告 示日 平成27年4月 3日（金）
投 票 時 間 全ての投票所で

午前7時〜午後7時までです
※当日都合の悪い方は期日前投票ができます。
　詳しくは3月の各戸配布チラシをご覧ください。

筑北村選挙管理委員会から
お知らせ 長野県議会議員一般選挙が行われます。

平
成
27
年
２
月
３
日
坂
北
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室
に
お
い
て
筑

北
村
と
日
本
ウ
ェ
ル
ネ
ス
高
等
学
校

信
州
筑
北
キ
ャ
ン
パ
ス
と
の
基
本
協

定
書
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
本
ウ
ェ
ル
ネ
ス
高
等
学
校
信
州

筑
北
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
平
成
27
年
４

月
１
日
に
本
城
小
学
校
と
坂
北
小
学

校
が
統
合
し
、
坂
北
小
学
校
を
使
っ

て
、
新
た
に
筑
北
小
学
校
と
し
て
開

校
す
る
た
め
、
廃
校
と
な
る
本
城
小

学
校
跡
地
を
利
用
し
て
開
校
し
ま
す
。

信
州
筑
北
キ
ャ
ン
パ
ス
は
ス
ポ
ー

ツ
を
軸
に
、
ド
ッ
グ
ト
リ
マ
ー
、
理

美
容
師
の
養
成
、
総
合
の
４
コ
ー
ス

を
設
け
、
３
年
後
に
生
徒
は
筑
北
村

に
住
所
を
置
き
、
２
４
０
人
が
通
学

す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
28
年
度
に
は
、
日
本

ウ
ェ
ル
ネ
ス
ス
ポ
ー
ツ
大
学
サ
テ
ラ

イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
も
開
く
計
画
で
す
。

筑
北
村
と
日
本
ウ
ェ
ル
ネ
ス
高
等

学
校
は
地
域
経
済
の
活
性
化
や
ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
・
教
育
の
振
興
、
人

材
の
育
成
で
相
互
の
連
携
を
図
る
た

め
、
協
定
書
に
サ
イ
ン
を
行
い
、
筑

北
村
の
経
済
等
の
活
性
化
に
向
け
、

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

 
筑
北
小
学
校
校
章
選
定
者
へ
の
　

　
感
謝
状
贈
呈
式
を
行
い
ま
し
た
。 

　
昨
年
筑
北
小
学
校
の
校
章
募
集
を

し
た
と
こ
ろ
村
内
外
か
ら
31
点
の
応

募
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、
安
曇
野

市
の
高
橋
さ
ん
の
作
品
を
採
用
す
る

こ
と
が
決
ま
り
、
平
成
27
年
２
月
１

日
に
感
謝
状
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

こ
の
作
品
は
明
る
く
、
伸
び
伸
び

と
し
た
作
品
で
高
橋
さ
ん
は
「
選
ば

れ
て
光
栄
で
す
」
と
言
っ
て
お
ら
れ

ま
し
た
。

な
お
校
旗
、
校
章
の
お
披
露
目
は

筑
北
小
学
校
開
校
式
に
行
わ
れ
る
予

定
で
す
。

筑北村
公民館報
平成27年3月20日発行

〒399-7711
長野県東筑摩郡筑北村坂井 5711-1
電話　0263-67-1161
FAX　0263-67-2170
ホームページ
http://www.vill.chikuhoku.lg.jp

第56号

筑北村と日本ウェルネス高等学校
信州筑北キャンパス

基本協定書調印式が行われました。

議会日誌
12月

19日 JA松本ハイランドとの懇談会

8日
11日
15日
19日

19・20日
23日
29日
30日

1月
JA松本ハイランド新年祝賀会
筑北村消防団出初式
東筑摩郡村長会
筑北村商工会新年賀詞交歓会
松本広域連合議会消防委員会視察研修
平成27年議会第１回臨時会
町村議会広報研修会
松本地域正副議長懇話会

6日
9日
12日
13日
14日

16日
18日

19・20日
23日
23日
24日
25日
26日

2月
安曇野松筑広域環境施設組合議会
東筑北部老連ブロック指導者交流会
介護保険運営協議会
松本広域連合議会
青木村議会「国道143号青木峠新トンネル建
設促進」議員連盟設立総会
筑北保健衛生施設組合議会
松塩筑木曽老人福祉施設組合議会
中央要望活動
北陸新幹線新駅誘致期成同盟会総会
西条とくら周辺山林樹種転換事業説明会
長野県町村議会議長会定期総会
北部3ヶ村議会議員懇談会
麻績村・筑北村学校組合議会

宮島議会運営委員長の活動報告
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「
筑
北
村
教
育
等
検
討
委
員
会
」を
設
置
し
ま
す

筑
北
村
と
教
育
委
員
会
で
は
、
０

歳
か
ら
15
歳
ま
で
一
貫
し
た
子
ど
も

支
援
が
で
き
る
〈
子
ど
も
支
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
〉
を
実
施
し
て
３
年
目
に

入
り
、
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
外
国
語

活
動
等
に
お
い
て
、
着
実
に
成
果
を

上
げ
て
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
村
で
は
少
子
化

が
進
行
し
、
小
学
校
で
の
複
式
学
級

や
中
学
校
で
の
部
活
の
存
続
も
危
ぶ

ま
れ
て
く
る
中
で
、
児
童
・
生
徒
数

減
少
に
伴
う
学
習
面
や
生
活
面
で
の

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
な
ど
総
合

的
に
検
討
し
、
こ
れ
か
ら
の
筑
北
村

の
教
育
の
在
り
方
を
考
え
て
い
た
だ

く
た
め
、
平
成
27
年
度
に
「
筑
北
村

教
育
等
検
討
委
員
会
」
を
新
た
に
設

置
し
ま
す
。

委
員
の
構
成
は
、
村
内
学
識
経
験

者
と
各
保
育
園
・
小
学
校
・
中
学
校

か
ら
２
名
ず
つ
の
選
出
と
し
、
20
数

名
の
構
成
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

初
回
の
委
員
会
は
、
６
月
以
降
を

予
定
し
、
年
数
回
の
開
催
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

こ
の
委
員
会
は
、
教
育
に
か
か
わ

る
検
討
事
項
を
委
員
会
に
諮
問
し
、

委
員
会
で
検
討
・
協
議
し
て
い
た
だ

き
教
育
委
員
会
へ
答
申
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
各
保
護
者
か
ら
出
て
き
た

事
案
を
委
員
会
で
協
議
し
、
教
育
委

員
会
へ
提
起
し
て
い
く
こ
と
も
考
え

て
お
り
ま
す
。

児
童
・
生
徒
数
減
少
に
よ
り
、
こ

れ
か
ら
の
教
育
の
在
り
方
は
、
筑
北

村
の
大
き
な
課
題
で
す
。

住
民
・
保
護
者
の
み
な
さ
ん
と
一

緒
に
考
え
、
よ
り
良
い
教
育
の
方
向

性
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

〈
お
問
い
合
わ
せ
先
〉

６
７
‐
１
１
６
１

こ
ど
も
支
援
課

や
っ
ぱ
り自

分
の
責
任

つ
い
こ
の
間
、
新
年
を
迎
え
た
と

思
っ
て
い
た
ら
、
も
う
三
月
中
旬
。

こ
の
頃
、
月
日
の
経
つ
の
が
妙
に
早

く
な
っ
た
気
が
し
ま
す
。

二
月
、
三
月
は
受
験
シ
ー
ズ
ン
。

試
験
と
い
う
と
思
い
だ
す
話
が
あ

り
ま
す
。

　
ド
イ
ツ
で
通
訳
と
観
光
ガ
イ
ド
を

し
て
い
る
村
上
さ
ん
。

村
上
さ
ん
は
、
８
歳
の
娘
が
水
泳

の
試
験
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
日
の

事
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
日
の
午
後
、
町
の
プ
ー
ル
で

試
験
は
行
わ
れ
、
バ
ス
は
、
掲
示
板

の
予
告
通
り
学
校
前
を
出
発
し
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
彼
女
は
、
バ
ス
停

の
近
く
で
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
売
っ
て
い

た
お
ば
さ
ん
に
気
を
取
ら
れ
て
い
て

バ
ス
に
乗
り
遅
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
　
　
　

自
信
も
あ
り
楽
し
み
に
し
て
い
た

彼
女
は
、
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け

泣
い
て
家
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

「
な
ぜ
、
全
員
乗
っ
た
か
確
認

し
て
出
発
し
て
く
れ
な
か
っ
た
の

か
。」と、

担
任
に
電
話
し
よ
う
と
す
る

村
上
さ
ん
に
、
ド
イ
ツ
人
の
夫
は
、

「
恥
の
上
塗
り
を
す
る
な
。
遅
れ

た
の
は
誰
の
せ
い
で
も
な
い
。
大
事

な
こ
と
を
し
っ
か
り
教
え
て
こ
な

か
っ
た
親
が
悪
い
。
ぼ
う
っ
と
し
て

い
た
本
人
が
悪
い
。」

と
、
叱
っ
た
そ
う
で
す
。

こ
の
出
来
事
が
あ
っ
て
か
ら
、
娘

さ
ん
は
約
束
や
時
間
を
し
っ
か
り
守

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。　

　

ド
イ
ツ
で
は
、
小
さ
い
時
か
ら
自

立
心
を
養
う
こ
と
を
大
事
に
し
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
家
庭
や
学
校
で

は
、
価
値
観
を
一
方
的
に
押
し
付
け

る
こ
と
は
せ
ず
、
本
人
に
よ
く
よ
く

考
え
さ
せ
た
上
で
自
己
決
定
さ
せ
、

後
は
子
ど
も
に
任
せ
る
そ
う
で
す
。

自
分
が
考
え
た
上
で
の
決
断
や
行

動
な
の
で
、
結
果
が
ど
う
で
あ
れ
人

の
せ
い
に
し
て
責
任
逃
れ
を
す
る
こ

と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
そ
う
で
す
。

心
の
伝
言
板
○35
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た
こ
と
も
分
か
り
、
こ
れ
ら
全
て
が

三
輪
さ
ん
に
と
っ
て
元
気
の
源
で
は

な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。
米
や
そ

ば
、
イ
チ
ゴ
作
り
で
は
、
将
来
を
見

据
え
な
が
ら
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
努
力
と
工
夫
を
重
ね
て
い
る
前
向

き
な
姿
や
、
温
か
い
人
柄
が
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。

村
内
か
ら
大
勢
の
参
加
者
が
あ
り

終
了
後
は
三
輪
さ
ん
を
囲
ん
で
い
つ

ま
で
も
大
き
な
輪
が
出
来
て
い
ま
し

た
。参

加
者
か
ら
は
「
地
域
の
為
に
一

生
懸
命
頑
張
っ
て
い

る
姿
に
感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
」

「
未
来
に
人
材
と
自
然

を
残
し
て
い
く
こ
と

の
大
切
さ
を
感
じ
ま

し
た
」
等
の
感
想
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

実
践
発
表
終
了
後
の
閉
講
式
で
は

７
名
の
皆
さ
ん
が
皆
勤
賞
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
第
一
回
の
筑
北
村
長

の
講
演
に
始
ま
り
、
健
康
づ
く
り
講

座
・
村
外
講
座
・
歌
声
喫
茶
・
史
跡

め
ぐ
り
・
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
・
実
践

発
表
等
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
終

了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
ど
の

講
座
も
本
当
に
楽
し
く
次
回
が
楽
し

み
だ
っ
た
」「
村
で
活
躍
し
て
い
る

様
々
な
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
の
話
を

聞
き
た
い
」
等
様
々
な
声
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
来
年
度
も
皆
さ
ん
の
声

を
生
か
し
な
が
ら
、
気
軽
に
参
加
で

き
る
楽
し
い
講
座
を
計
画
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
26
年
度

「
生
涯
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

実
践
講
座
」
を
振
り
返
っ
て

平
成
26
年
度
は
、「
子
ど
も
活
動

支
援
」「
文
化
財
案
内
」「
歴
史
民
俗

資
料
館
充
実
」
の
３
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
次
の
よ
う
な
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

●
子
ど
も
活
動
支
援

・
夏
休
み
人
権
学
習
支
援

・
わ
く
わ
く
子
ど
も
教
室
支
援

（
凧
作
り
・
紙
芝
居
）

●
文
化
財
案
内

・
刈
谷
沢
神
明
宮
等
の
現
地
見
学

・
有
識
者
か
ら
の
話
を
聞
く

・
西
条
・
坂
北
間
の
歴
史
マ
ッ
プ

作
成
準
備

●
歴
史
民
俗
資
料
館
充
実

・
東
畑
遺
跡
発
掘
10
周
年
イ
ベ
ン

ト

・
子
ど
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
支
援

・
資
料
館
整
備

●
そ
の
他
に
全
員
で
の
活
動

・
文
化
祭
ス
テ
ー
ジ
バ
ッ
ク
作
り

・
御
代
田
町
へ
の
視
察
研
修　
　

平
成
27
年
度
も
、
更
な
る
村
の
活

性
化
を
願
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動

を
応
援
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集

い
た
し
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

２
月
19
日
坂
井
公
民
館
で
、
本
年

度
最
後
と
な
る
筑
北
シ
ニ
ア
大
学
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
「
筑
北
村
に
生
き
る
」
と

題
し
て
映
像
を
見
な
が
ら
坂
井
地
域

で
遊
休
荒
廃
地
の
解
消
や
地
域
の
活

性
化
の
た
め
に
努
力
さ
れ
て
い
る
三

輪
和
美
さ
ん
の
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

三
輪
さ
ん
は
現
在
82
歳
。
と
て
も

元
気
で
エ
ネ
ル

ギ
ッ
シ
ュ
だ
と

感
じ
ま
し
た
。

毎
日
や
ら
な

け
れ
ば
い
け
な

い
仕
事
が
沢
山

あ
り
、
よ
り
よ

い
仕
事
を
す
る

為
に
頭
と
体
を

フ
ル
に
使
っ
て

農
業
を
続
け
て

き
た
こ
と
。
長

年
に
わ
た
り
保

育
園
や
小
学
校

の
子
ど
も
達
と

素
晴
ら
し
い
交

流
を
続
け
て
き

平
成
26
年
度

筑
北
シ
ニ
ア
大
学
終
了

坂
北
地
域
昭
和
町
の
一
ノ
瀬
憲
昭

さ
ん
宅
に
は
、
鉄
道
模
型
を
並
べ
た

専
用
の
部
屋
が
あ
り
ま
す
。

お
よ
そ
35
年
前
か
ら
集
め
は
じ
め

た
と
の
こ
と
で
、
昔
懐
か
し
い
特
急

列
車
や
、
新
旧
新
幹
線
車
両
の
模
型

が
並
ん
で
い
ま
す
。

列
車
を
実
際
に
走
ら
せ
て
み
る
と

特
急
「
あ
ず
さ
」
の
横
を
新
幹
線
が

通
過
す
る
な
ど
夢
の
中
に
い
る
よ
う

な
光
景
で
し
た
。

国
鉄
か
ら
JR
に
移
行
す
る
時
や
、

駅
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
出
張
展

示
も
行
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
移
動

す
る
と
き
は
大
変
で
し
た
が
、　
「
見

に
来
て
く
れ
る
人
の
真
剣
な
眼
差
し

や
、
喜
ん
で
く
れ
た
時
は
嬉
し
か
っ

た
。」
と
の
こ
と
で
す
。
地
域
の
子
供

会
で
見
学
に
き
た
こ
と
も
あ
る
と
の

こ
と
で
す
。

坂
北
地
域
刈
谷
沢
に
地
域
の
伝
統

を
伝
え
よ
う
と
活
動
を
続
け
る
「
伝

承
の
会
」
が
あ
り
ま
す
。
子
供
た
ち

に
地
域
に
伝
わ
る
伝
統
を
伝
え
て
い

こ
う
と
始
ま
っ
た
活
動
も
今
年
で
14

年
目
に
な
り
ま
す
。
今
は
地
区
に
小

学
生
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
仲
間
が
集
ま
っ
て
１
月
に
ま

ゆ
玉
作
り
、
２
月
に
や
し
ょ
う
ま
作

り
、
８
月
に
は
、
石
の
戸
と
み
さ
や

ま
様
の
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

訪
れ
た

日
は
、
雪

の
降
る
中
、

「
ま
ゆ
玉
つ

く
り
」
を

行
っ
て
い

ま
し
た
。

そ
よ
ぎ
の

木
に
米
粉
を
練
っ
た
ま
ゆ
玉
を
付
け
、

柳
の
枝
に
は
稲
花
を
付
け
て
い
き
ま

す
。
豊
作
を
願
っ
て
稲
花
を
作
る
習

慣
は
、
小
正
月
の
三
九
郎
で
ほ
か
の

地
域
で
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

三
九

郎
が
小
正
月
前
に
行
わ
れ
る
た
め
、

作
っ
た
い
な
ば
な
は
自
宅
で
飾
り
、

あ
ら
れ
に
し
て
食
べ
る
と
の
こ
と
で

す
。２

月
に
は
や
し
ょ
う
ま
作
り
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

車窓からの景色も抜群です

野菜や果物のまゆ玉もありました

色とりどりのまゆ玉

　

コ
ラ
ム

年
相
応
に
・
・
と
い
う
こ
と

年
始
に
届
い
た
年
賀
状
の
中
に
、

幼
な
じ
み
の
友
人
や
学
生
時
代
の
同

級
生
か
ら
「
今
年
は
年
相
応
に
健
康

で
」
と
か
「
身
の
丈
に
あ
っ
た
健
康

で
楽
し
い
年
に
」
な
ど
と
言
っ
た
文

面
の
も
の
が
多
か
っ
た
。
思
わ
ず
そ

う
だ
と
頷
き
な
が
ら
自
分
に
言
い
聞

か
せ
て
い
た
つ
も
り
で
し
た
。
そ
れ

が
２
月
に
入
っ
て
す
ぐ
の
事
で
す
。

凍
っ
た
路
面
に
気
づ
か
ず
大
き
く

転
倒
。
腰
を
強
打
し
ま
し
た
。
お

か
げ
さ
ま
で
骨
に
は
異
常
は
な

く
、
痛
い
お
も
い
で
済
み
ま
し
た
が
、

ち
ょ
っ
と
転
び
方
が
悪
け
れ
ば
今
こ

う
や
っ
て
コ
ラ
ム
を
書
い
て
は
い
な

か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
若
い
う
ち
な

ら
体
制
を
戻
し
て
転
倒
を
避
け
る
こ

と
も
で
き
た
だ
ろ
う
。
こ
れ
か
ら
先

年
齢
が
上
が
っ
て
行
く
と
打
撲
だ
け

で
は
す
ま
な
い
だ
ろ
う
。
な
ど
と
考

え
な
が
ら
「
年
相
応
に
心
得
て
行
動

す
る
こ
と
」
健
康
だ
け
で
は
な
く
い

ろ
ん
な
面
で
、
な
ん
て
大
事
な
こ
と

な
ん
だ
と
身
を
も
っ
て
感
じ
ま
し
た
。

Ｏ
Ｋ
Ａ
ち
ゃ
ん

ジ
オ
ラ
マ
を
楽
し
む

伝
統
を
伝
え
る

「
ま
ゆ
玉
作
り
」

閉講式にて
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坂井小学校　坂井っ子発表会

3学年
☆名人のひみつ（百人一首）☆

2学年
☆さかいっこまつりだいこ☆

1学年
☆わたしたちとくじらぐも☆

♪【
坂
北
小
学
校
】
♪

坂
北
小
学
校
・
小
林
隆
校

長
か
ら
一
年
間
を
振
り
返
っ

て
と
題
し
て
、
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
頂
き
ま
し
た
。

「
閉
校
」
と
い
う
ゴ
ー
ル

に
向
か
っ
て
、
歩
み
続
け
て

き
た
一
年
で
し
た
。
新
校
名

は
ど
う
な
る
の
か
な
・
校
章

は
ど
ん
な
形
に
な
る
ん
だ
ろ

う
・
校
歌
は
ど
う
な
る
ん
だ

ろ
う
。
中
々
先
の
見
え
な
い
、

見
当
が
つ
か
な
い
、
心
揺
れ

る
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
で
す

が
、
そ
ん
な
不
安
を
吹
き
飛

ば
す
パ
ワ
ー
を
示
し
て
く
れ

た
の
は
、
や
は
り
子
ど
も
達

で
し
た
。

さ 

最
初
が
肝
心
で
す
。
個
人

個
人
が
「
閉
校
」
の
二
文
字

と
向
き
合
い
ま
し
た
。「
閉

校
祈
願
だ
る
ま
」
を
作
り
ま

し
た
。
そ
こ
に
は
自
分
の
願

い
・
目
標
が
書
か
れ
て
い
ま

す
。「
皆
と
今
ま
で
以
上
に

仲
良
く
す
る
」「
一
日
一
日

を
大
切
に
す
る
」
目
入
れ
も

し
ま
し
た
。
達
成
の
暁
に
は
、

右
目
を
入
れ
ま
す
。

か 

感
謝
の
気
持
ち
を
持
つ
こ

と
を
意
識
し
ま
し
た
。「
あ

り
が
と
う
坂
北
小
学
校
」
と

い
う
気
持
ち
を
前
面
に
打
ち

出
し
て
、
音
楽
会
や
運
動
会

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
例
年

に
も
増
し
て
、
内
側
か
ら
湧

き
上
が
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
充

ち
満
ち
て
い
ま
し
た
。

き 
気
持
ち
を
前
面
に
出
す

こ
と
も
大
切
に
扱
っ
て
き
ま

し
た
。
人
数
が
増
え
る
と
い

う
こ
と
は
、
そ
れ
な
り
の
自

己
主
張
を
強
く
求
め
ら
れ
る

子供たちの思いが
あります！運動会のスローガン！

本
城
小
学
校

閉校に向けてカウントダウンが始まった本城小学校の一日に密着しました。
授業参観・学習発表会・金管バンドの演奏。全てが最後の授業となりました。

3 年
「じしゃくとじしゃくはくっつくか」

1 年　おいしいね！

田
中
公
男
校
長
先
生
　
一
言

「
三
つ
の
宝
」
友
・
あ
こ
が
れ
・
家
族
・
・
・
を

大
切
に
し
て
、
力
強
く
思
春
期
の
荒
波
に
船
を

こ
ぎ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

２月の参観は１年間の学習をまとめた坂井っ子発表会です。児童たちの頑張りや、坂井地域を子供達の真っ直ぐ
な視線で捉えた発表に、保護者も改めて坂井の良さを見つめ直しました。

6学年
☆坂井の歴史にドキリ☆

5学年
☆お米作りで取り組んだこと☆

4学年
☆二分の一成人式☆

こ
と
に
な
り
ま
す
。
意
欲･

や
る
気
・
動
作･

声
等
を
今

ま
で
以
上
に
、
ボ
リ
ュ
ー
ム

ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
を
自
力
で
や

り
遂
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
学
年
の
発
表
・
委
員
会

の
発
表
・
特
技
発
表
会
で
の

表
現
等
、
様
々
な
機
会
を
と

ら
え
て
、
鍛
錬
し
て
き
ま
し

た
。
授
業
で
の
発
言
も
相
手

意
識
で
。

た 

楽
し
む
こ
と
が
基
本
と

い
う
こ
と
を
訴
え
て
き
ま
し

た
。
そ
ん
な
プ
ロ
が
い
ま
す
。

あ
お
ぞ
ら
・
ア
ル
プ
ス
教
室

の
人
た
ち
で
す
。「
お
祭
り
」

を
し
て
、
全
校
の
人
た
ち
を

楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
の
で
す

が
、
そ
の
前
に
、
自
分
た
ち

が
用
意
す
る
段
階
で
、
心
の

底
か
ら
楽
し
ん
で
い
る
の
で

す
。「
折
り
紙
」「
ゴ
ル
フ
ゲ
ー

ム
」「
お
ば
け
や
し
き
」「
デ

ジ
タ
ル
絵
本
」
全
て
が
工
夫

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
ず
、

自
ら
が
と
こ
と
ん
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
そ
の
高
鳴
る
気
持

ち
や
工
夫
が
、
友
だ
ち
に
伝

わ
り
ま
す
。
一
日
一
日
を
充

実
さ
せ
て
、
気
持
ち
の
張
り

を
高
め
て
い
ま
す
。

物
語
を
自
画
・
自
作
し
て
の
発
表

坂北小全職員ありがとう

どこにはろうかな？（4 年）

6 年
LED 電球の実験中

５
年　

体
育
の
授
業
中 ウィンターコンサート（金管バンド）

いきものがかり「ありがとう」演奏

ありがとう　そして未来へ

２年
学習発表「8 ぴきのねこ」

サンキュー
ランドセル

２
年　

親
子
で
給
食
試
食
会
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刈
谷
沢
神
明
宮 

　

坂
北
地
域
刈
谷
沢
に
あ
り
、
村
史

「
さ
か
き
た　

下
巻
」
に
よ
る
と

　

刈
谷
は
宿
駅
の
仮か

り
や
ど宿
と
神
社
の
お

仮か
り
や屋
の
両
方
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ

こ
は
お
仮
屋
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

神
明
宮
が
い
つ
か
ら
祀
ら
れ
た
か
は

わ
か
ら
な
い
が
、
応
永
３
年
よ
り
前

で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
ど

こ
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
か
は
は
っ
き
り

し
な
い
。

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
言
い
伝
え
は

い
ろ
い
ろ
で
す
が
、
境
内
の
大
き
く

太
い
木
か
ら
は
古
い
歴
史
が
感
じ
ら

れ
ま
す
。

　

春
と
秋
の
二
回
祭
典
が
行
わ
れ
ま

す
。
県
無

形
文
化
財

に
指
定
さ

れ
て
い
る

春
の
「
お

田
植
え
祭

り
」
は
、

今
年
は
3

月
1
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
五
穀
豊
穣
を
願
っ

た
お
祭
り
で
、
地
元
住
民
が
、
神
官

を
先
頭
に
、
代
掻
き
牛
を
引
く
太
郎

と
、
万
鍬
を
握
っ
て
代
掻
き
を
す
る

次
郎
と
な
っ
て
回
り
ま
す
。
参
拝
者

た
ち
は
、
雪
玉
を
行
列
に
向
か
っ
て

投
げ
ま
す
が
、
こ
れ
は
田
植
え
の
時

に
水
不
足
が
な
い
よ
う
に
と
祈
願
す

る
意
味
が
あ
る
と
の
事
で
す
。
祭
事

に
使
わ
れ
る
牛
は
毎
年
雪
が
当
た
り

傷
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
御
札
を
黒

く
塗
っ
て
修
繕
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

春
に
五
穀
豊
穣
を
願
い
、
秋
に
は

実
り
に
感
謝
す
る
お
祭
り
が
あ
り
ま

す
。
浦
安
の
舞
の
奉
納
も
あ
り
、
普

段
は
静
か
な
境
内
も
多
く
の
人
で
賑

わ
い
ま
す
。

　

二
年
参
り
に
訪
れ
る
人
や
、
家
内

安
全
、
交
通
安
全
、
子
供
の
生
誕
や

合
格
祈
願
な
ど
で
訪
れ
る
人
も
も
多

い
で
す
。

行
っ
て
み
ま
し
ょ
見
て
み
ま
し
ょ

　

本
城
地
域
乱
橋
地
区
に
昨
年
移
住

さ
れ
、
今
年
１
月
か
ら
「
里
カ
フ
ェ

ち
い
さ
な
国
」
を
営
む
、
藤
田
直
登

さ
ん
、
照
代
さ
ん
ご
夫
妻
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

村
へ
移
住
さ
れ
る
き
っ
か
け
は
？

横
浜
出
身
で
す
が
、
山
が
好
き
で

約
30
年
ほ
ど
乗
鞍
で
ペ
ン
シ
ョ
ン
経

営
を
し
て
い
ま
し
た
。
60
歳
を
過
ぎ

て
将
来
を
考
え
ま
し
て
、
ペ
ン
シ
ョ

ン
を
や
め
て
喫
茶
店
を
や
ろ
う
と
決

め
ま
し
た
。
ペ
ン
シ
ョ
ン
経
営
時
代

に
仕
事
の
関
係
で
こ
の
村
へ
来
て
、

交
流
す
る
う
ち
に
こ
こ
に
決
め
ま
し

た
。
条
件
に
合
う
空
き
家
を
探
す
間
、

坂
井
地
域
の
修
那
羅
キ
ャ
ン
プ
場
の

管
理
人
を
し
て
い
て
昨
年
７
月
下
旬

に
こ
こ
へ
引
っ
越
し
ま
し
た
。

よ
う
こ
そ
！
筑
北
村
へ 　
【14】

こ
の
村
の
暮
ら
し
は
ど
う
で
す
か
？

　

こ
こ
へ
来
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て

ま
す
。
近
所
の
方
に
言
わ
れ
た
の
で

す
が
、
こ
の
家
の
屋
号
は
「
茶
屋
」

と
い
う
の
だ
そ
う
で
、
ま
さ
に
喫
茶

店
に
ぴ
っ
た
り
。
呼
ば
れ
て
き
た
の

か
な
、
と
思
っ
て
ま
す
。
ご
縁
を
感

じ
ま
す
ね
。

筑
北
村
へ
の
思
い
を
聞
か
せ
て
く
だ

さ
い

　

と
て
も
歴
史
が
あ
り
、
古
い
寺
や

神
社
も
多
く
い
い
と
こ
ろ
で
す
。
中

か
ら
は
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
、
外
か

ら
見
て
わ
か
る
村
の
良
さ
や
魅
力
を

た
く
さ
ん
情
報
発
信
し
て
、
地
域
に

協
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　　

お
二
人
と
も
筑
北
村
の
こ
と
を
本
当

に
考
え
て
く
れ
て
い
る
ん
だ
な
と
感
じ

ま
し
た
。
ご
夫
婦
の
楽
し
い
話
と
お
い

し
い
ケ
ー
キ
を
食
べ
に
出
か
け
て
み
ま

せ
ん
か
。
カ
フ
ェ
は
善
光
寺
街
道
乱
橋

宿
に
あ
り
ま
す
。

写真のケーキは
シフォンベリー
　シンフォニー♪
ふわふわでおいし
かったです。

修繕された牛の模型

フ
ッ
ト
サ
ル
は
簡
単
に
説
明
す
る

と
５
人
制
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
で
す
が
、

細
か
い
点
の
ル
ー
ル
が
違
い
ま
す
。

コ
ー
ト
が
サ
ッ
カ
ー
よ
り
小
さ
い

の
で
、
瞬
発
な
プ
レ
イ
や
運
動
量
が

多
い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
そ
れ
で
屋
外

で
サ
ッ
カ
ー
が
で
き
な
い
冬
期
は
、

屋
内
フ
ッ
ト
サ
ル
と
し
て
、
今
回
の

大
会
に
は
、
北
信
か
ら
南
信
か
け

て
、
９
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
選
手
た

ち
は
元
気
い
っ
ぱ
い
に
プ
レ
ー
を
し

て
い
ま
し
た
。

競
技
内
容
は
午
前
・
予
選
リ
ー
グ

午
後
・
順
位
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
て
、

順
位
を
決
め
ま
し
た
。

昼
時
は
体
育
館
ロ
ビ
ー
に
て
、
農

産
物
出
張
直
売
所
を
開
き
、
多
く
の

人
が
お
買
い
物
を
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
良
き
交
流
が
で
き
て
、

と
て
も
嬉
し
い
大
会
で
し
た
。

２
月
15
日
の
朝
か
ら
雪
の
中
で
、
本

城
体
育
館
に
て
『
第
１
回
Ｓ
Ｔ
Ｉ
杯

筑
北
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
Ｕ-

11
』
の

小
学
生
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
隣
接
し

て
い
る
生
坂
村
の
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム

「
Ｉ
Ｓ
Ｓ
」
と
我
が
「
Ｆ
Ｃ
フ
ァ
ン

シ
オ
ナ
筑
北
」
と
の
共
同
主
催
と
し

て
、
サ
ッ
カ
ー
少
年
・
少
女
た
ち
の

交
流
を
目
的
と
し
た
フ
ッ
ト
サ
ル
試

合
を
し
ま
し
た
。

フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
地
元
開
催

多くの村外の小学生が集合しました

体育館内を２面コートにしての開催

直売所：まんだらの庄
もえぎ亭のおやき

閉会式後に集合記念撮影をしました

館
報
編
集
後
記

館
報
第
56
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

早
い
も
の
で
、
年
度
末
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
一
年
も
村
民
皆
様
の
ご

協
力
の
お
か
げ
で
無
事
館
報
を
発
行

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

今
年
度
長
野
県
で
は
悲
し
い
ニ
ュ

ー
ス
が
多
い
年
で
し
た
。
夏
は
南
木

曽
町
の
土
石
流
と
御
嶽
山
の
噴
火
等

全
国
ニ
ュ
ー
ス
で
も
毎
日
ト
ッ
プ
ニ

ュ
ー
ス
で
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

秋
に
は
白
馬
村
を
震
源
と
し
た
大
地

震
も
あ
り
ま
し
た
。
信
じ
ら
れ
な
い

よ
う
な
大
き
な
災
害
が
続
き
ま
し
た
。

来
年
度
は
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
が
聞

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
筑
北
村
で
は
、

４
月
か
ら
坂
北
小
学
校
と
本
城
小
学

校
が
統
合
さ
れ
て
新
し
い
筑
北
小
学

校
が
開
校
し
ま
す
。
ま
た
、
役
場
も

本
城
総
合
支
所
に
集
約
さ
れ
本
庁
と

し
て
ス
タ
ー
ト
の
年
で
す
。
筑
北
村

誕
生
10
年
で
変
化
の
年
に
な
り
ま
す
。

来
年
度
も
村
民
の
皆
様
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
館
報
作
り
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
引
き
続
き
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。Ｒ

Ｅ
Ｉ
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え
が
お
の
ポ
ケ
ッ
ト

　

節
分
の
日
の
各
施
設
は
、
か
わ
い
い

お
面
を
か
ぶっ
た
子
鬼
た
ち
の
「
鬼
は

外
。
福
は
内
。」
の
、
元
気
な
声
と
、

怖
い
鬼
の
登
場
で
「
鬼
は
外
。
鬼
は

外
。」
の
、
必
死
な
声
が
響
き
渡
り
、

そ
れ
は
そ
れ
は
、
に
ぎ
や
か
で
し
た
。

おひさまの森

筑北ひまわり保育園

坂井なかよしクラブ

坂井保育園

放課後児童クラブ

お母さんと一緒に
鬼のお面作ったよ

鬼は外！福は内！

悪りぃ子はいねが〜

カッコイイお面
できたよ

いててて…

ママこわいよー；

ボクも鬼だぞ

先生は外で

坂北たんぽぽクラブ

本城ひまわりクラブ

直木賞受賞作品

筑 北 村 図 書 館 だ よ り

春休み一日開館実施のお知らせ
筑北村図書館では小中学校の春休みに合わせて3月19日(木)～3月31日(火)午前9時～午後6時ま
で1日開館とします。（12時～13時はお昼の休憩時間）　どうぞご利用ください。

春休みのお話の会　（もりの子お話の会のみなさん）
３月２６日（木）１０時～筑北村図書館にてお話の会を開催します。本の読み聞かせや紙芝居、た
のしい工作を予定しています。みなさん、ぜひお出かけください。

蔵書点検の実施について
５月に筑北村図書館・本城図書室・坂井図書室の蔵書点検を行う予定です。

この２作品とも筑北村図書館に置いてあります。どうぞご利用ください。

第152回芥川賞・直木賞受賞作品の紹介
【九年前の祈り】　『小野正嗣』
35 歳になるシングルマザーのさなえは、幼い息子をつれて、
海辺の小さな集落に戻ってきた。息子を持て余しながら、
さなえが懐かしく思い出したのは、９年前の「みっちゃん姉」
の言葉だった…。

【作者紹介】1970 年大分県生まれ。東京大学大学院総合文化
研究科言語情報科学専攻博士課程単位取得満期退学、文学博士（ 
パリ第 8 大学）。立教大学文学部文学科文芸・思想専修准教授。

【サラバ！】上・下　『西加奈子』
1977 年、歩は父の海外赴任先のイランで生まれた。
イラン革命のあと、小学生になった彼は、エジプトへ向かう。
後の人生に大きな影響を与える、ある出来事が待ち受けて
いることも知らずに…。

【作者紹介】1977 年イラン・テヘラン生まれ。大阪、エジプト・
カイロなどで幼少期を過ごす。関西大学法学部卒業。2004年『あ
おい』でデビュー。 TOOL-i, 文芸春秋 HP より

芥川賞受賞作品

４月より雑誌の貸出し方を変更します
○雑誌が他の本と同様にバーコードが付き、貸出期間5日→2週間になります。
○発売されてから1ヶ月は貸出禁止とし、館内のみの閲覧となります。
○借りられる5冊のうちに雑誌も含まれます。
○雑誌の予約は発売日から受付けをし、予約順に貸出しをします。発売から1ヶ月経
ち順番が来たら電話連絡します。1週間以内に来館してください。電話連絡後1週間来
館されなかった場合、次の予約の方に連絡させていただきます。
変更によりご迷惑をお掛けしますが、よろしくお願いします。


